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主な 記 事
法
学
部
・
神
元
隆
賢
教
授「
交
通
事
故
と
法
整
備
」
２
面

退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

３
面

未
来
展
望「
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
水
道
事
業
」
４
面

文
化
遺
産
を
た
ず
ね
て
  ニ
ト
リ
小
樽
芸
術
村

５
面

「
別
海
の
四
季
 春
」
河
﨑
秋
子

６
面

公
認
会
計
士
試
験
  本
学
初
の
現
役
合
格

７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
採
用
広
報
開
始

８
面

平
成
29
年
度
一
般
入
学
試
験

と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
試
Ⅰ
期
、
併

設
校
推
薦
入
試

（
北
海
高
校
・
北

海
学
園
札
幌
高

校
）
の
合
格
発
表

が
２
月
24
日
に

行
わ
れ
た
。
大
型

の
合
格
掲
示
板
が

設
置
さ
れ
る
大
学

は
、
最
近
で
は
道

内
数
大
学
に
限
ら

れ
て
い
る
が
、
合

格
掲
示
板
を
見
て

合
格
を
確
認
し
た

受
験
生
の
喜
び
は

一
塩
の
物
が
あ

る
。
合
格
発
表
当
日
は
、
例
年
恒

例
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
学
生
た
ち
に
よ

る
合
格
者
の
胴
上
げ
が
行
わ
れ
、

会
場
は
合
格
者
や
家

族
の
歓
喜
の
声
に
包

ま
れ
た
。

昭
和
49
年
の
第
２
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
ピ
ー
ク
に
出
生
率
は
、

毎
年
低
下
し
て
き
た
。
現
在
の
18

歳
人
口
の
減
少
は
こ
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
本
学

で
は
志
願
者
数
に
お
い
て
前
年

比
横
ば
い
を
堅
持
し
好
調
を
継

続
し
て
い
る
。
中
で
も
特
徴
的
な

の
は
、
文
系
４
学
部
に
設
置
し
て

い
る
２
部
（
夜
間
部
）
の
志
願
が

こ
こ
数
年
非
常
に
好
調
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
一
般

入
試
に
お
い
て
前
年
比
１
５

２
％
と
大
幅
に
増
加
し
、
今
年
度

の
一
般
入
試
に
お
い
て
好
調
だ

っ
た
前
年
を
さ
ら
に
上
回
る
前

年
比
１
３
４
％
と
な
っ
た
。

本
学
の
２
部
の
特
徴
と
し
て
、

学
費
に
お
い
て
国
公
立
大
学
並

平
成
29
年
度

入
試
状
況

え
も
、
ど
ん
な
に
大
変
で
あ
っ
た

か
を
、
林
和
吉
（
経
済
３
期
・
元

北
海
高
校
教
諭
）
先
生
の
人
生
を

通
し
て
振
り
返
る
。

林
先
生
は
、
１
９
２
７
（
昭
和

２
）
年
６
月
、
空
知
郡
北
村
に
農

家
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

生
ま
れ
な
が
ら
足
に
障
が
い

を
抱
え
て
い
た
。
90
年
前
、
ま
し

て
泥
炭
地
を
開
拓
し
た
田
畑
が

広
が
る
田
舎
で
の
生
活
、
ど
ん
な

に
大
変
な
こ
と
だ

っ
た
か
が
想
像
で

き
る
。
け
し
て
弱
音

を
吐
か
な
か
っ
た

先
生
な
が
ら
日
記

に
そ
の
苦
悩
が
滲
む
。

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
 尋
常

小
学
校
５
年
「
中
学
進
学
を
希
望

す
る
も
、
障
が
い
者
は
不
可
と
告

げ
ら
れ
た
」、
１
９
３
９
（
昭
和

14
）
年
 尋
常
小
学
校
６
年
、「
楽

し
み
に
し
て
い
た
就
学
旅
行
は

前
日
に
な
っ
て
安
全
を
保
障
で

き
な
い
と
担
任
か
ら
参
加
を
拒

否
さ
れ
た
」。
そ
ん
な
林
少
年
が

高
等
科
１
年
の
１
９
４
０
（
昭
和

15
）
年
、
北
中
・
札
商
は
受
験
可

能
で
あ
る
こ
と
を
先
生
か
ら
知

ら
さ
れ
、
受
け
入
れ
る
中
学
が
あ

２
０
２
０
年
、
日
本
で
２
回
目

と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
３

年
、
真
夏
の
東
京
、
日
本
選
手
団

の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

１
９
６
４
（
昭
和
39
年
）
年
東

京
五
輪
終
了
後
、
ひ
っ
そ
り
と
で

は
あ
る
も
の
の
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
が
、
５
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
４
年
前
の
ロ

ー
マ
に
次
い
で
２
回
目
の
大
会

だ
っ
た
。
昨
年
の
リ
オ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
様
子
は
、
テ
レ
ビ
や
多

く
の
紙
面
を
沸
か
せ
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

時
代
が
こ
う
し
た
方
々
へ
漸

く
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
始
め
た
こ

と
を
歓
迎
し
つ
つ
、
嘗
て
、
障
が

い
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
は
お
ろ
か
、
生
き
る
こ
と
さ

る
事
を
初
め
て
知
り
こ
の
こ
と

が
人
生
の
転
機
に
繋
が
る
。

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
 札
幌

商
業
第
一
本
科
入
学
（
後
に
北
海

中
学
へ
編
入
）、
１
年
生
５
ク
ラ

ス
に
足
の
不
自
由
な
生
徒
が
５

名
も
い
て
、
驚
い
た
そ
う
だ
。

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月

６
日
 国
民
勤
労
動
員
令
・
３
月

18
日
 閣
議
 国
民
学
校
初
等
科
以

外
の
学
校
の
授
業
１
年
間
停

止
・
５
月
22
日
 戦
時
教
育
令

５
月
、
第
２
国
民
と
し
て
軍
隊
手

帳
が
配
布
さ
れ
、
円
山
小
学
校
で

観
閲
点
呼
を
受
け
た
。「
腰
に
奉

公
袋
を
下
げ
て
参
加
、“
日
本
も

終
わ
り
”
と
感
じ
た
。
口
に
は
出

さ
な
い
が
」
と
日
記
に
あ
る
。

そ
し
て
終
戦
、
混
乱
の
中
、
苦

闘
は
続
く
。
下
宿
を
追
わ
れ
る
こ

と
い
く
度
、
殆
ど
が
ト
イ
レ
・
食

事
の
問
題
。
10
月
北
中
授
業
再

開
、
生
徒
・
教
師
の
虚
脱
感
、
教

科
書
不
足
、
黒
塗
り
等
に
嫌
気
と

も
。
請
わ
れ
て
、
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
か
ら
４
年
間
、
故
郷
北

村
で
代
用
教
員
を
務
め
る
。
北
海

高
校
の
神
位
先
生
か
ら
、
４
年
制

の
北
海
学
園
大
学
が
開
設
さ
れ

る
の
で
戻
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
、

１
９
５
２（
昭
和
27
）年
４
月
、
３

期
生
と
し
て
入
学
。
そ
の
後
、
卒

業
し
た
も
の
の
、
就
職
が
決
ま
ら

ず
学
習
塾
を
開
設
し
、
生
活
も
漸

く
安
定
。
１
９
６
０（
昭
和
35
）年

北
海
中
学
（
新
制
）
講
師
採
用
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）

年
北
海
高
校
退
職
。
こ
の

間
本
学
非
常
勤
講
師
も

務
め
た
。
代
用
教
員
時
代

も
含
め
、
雪
の
研
究
者
と

り
わ
け
雪
崩
研
究
の
草
分
け
的

存
在
で
あ
る
秋
田
谷
英
次
氏
、
国

内
最
大
手
の
調
剤
薬
局
の
創
業

者
、
大
谷
喜
一
氏
、
集
団
予
防
接

種
の
注
射
器
使
い
回
し
に
よ
る

訴
訟
で
、
活
動
の
先
頭
に
立
っ
た

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
原

告
団
代
表
、
故
高
橋
朋
己
氏
ら
多

数
の
教
え
子
を
育
て
た
。
生
徒
に

寄
り
添
い
励
ま
し
続
け
た
先
生

の
姿
が
懐
か
し
い
。

林
先
生
に
と
っ
て
、
札
幌
商

業
・
北
海
中
学
・
北
海
高
校
・

北
海
学
園
大
学
は
、
そ
の
時
々
で

将
来
に
繋
が
る
大
き
な
希
望
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
北
村
で
、

当
時
の
先
生
か
ら
の
進
言
が
な

く
、
中
学
進
学
の
道
が
絶
た
れ
て

い
た
な
ら
、
北
海
学
園
大
学
と
の

縁
も
な
い
。
一
緒
に
札
幌
商
業
に

入
学
し
た
５
名
の
足
の
不
自
由

な
方
々
の
そ
の
後
は
知
る
由
も

な
い
が
、
先
生
は
差
別
や
偏
見
の

中
で
一
生
を
終
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
、
ま
た
旧
制
北
海
中

学
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
義
足

の
経
済
学
者
・
野
呂
榮
太
郎
も

歴
史
に
名
を
刻
む
こ
と
も
な
か

っ
た
。

人
は
二
度
死
ぬ
、
一
度
は
心
臓

が
止
ま
っ
た
時
、
も
う
一
度
は
故

人
を
知
る
人
が
こ
の
世
か
ら
全

て
去
っ
た
時
だ
そ
う
だ
。
こ
の
拙

文
が
終
戦
間
も
な
い
北
村
で
、
青

雲
塾
の
舞
台
と
な
っ
た
豊
平
の

愛
隣
館
、
そ
し
て
北
海
高
校
で
教

壇
に
立
ち
、
教
え
子
た
ち
か
ら

「
仰
げ
ば
尊
し
」
に
送
ら
れ
世
を

去
っ
た
松
葉
杖
の
社
会
科
教
師
、

林
和
吉
と
い
う
同
窓
の
教
育
者

を
、
北
海
学
園
の
歴
史
の
中
に
語

り
つ
い
で
く
れ
る
こ
と
を
教
え

子
の
一
人
と
し
て
願
っ
て
や
ま

な
い
。

松
葉
杖
の
社
会
科
教
師

林
和
吉
先
生
（
経
済
3
期
卒
）

年
創
立
）
を
改
組
転
換
し
て
、
１

９
５
２
年
に
、
経
済
学
部
経
済
学

科
（
入
学
定
員
１
２
０
人
）
だ
け

で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
で
初

め
て
の
４
年
制
私
立
大
学
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
翌
年
に

は
、
短
大
２
部
の
改
組
転
換
も
な

さ
れ
、
２
部
も
ま
た
４
年
制
大
学

（
入
学
定
員
80
人
）と
な
り
、
現
在

の
原
型
が
で
き
ま
し
た
。
発
足
当

初
は
、
入
学
総
定
員
が
２
０
０
人

で
あ
っ
た
本
学
は
、
３
年
後
に
短

大
設
置
か
ら
数
え
て
創
基
70
年

を
迎
え
、
定
員
が
、
お
よ
そ
９
倍

に
増
え
、
北
海
道
を
代
表
す
る
大

学
へ
と
進
化
発
展
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、有
り
難
く
も
、あ
る
調

査
結
果
に
よ
れ
ば
、
本
学
は
北
海

道
の
な
か
の
大
学
と
し
て
は
「
お

も
し
ろ
み
の
あ
る
大
学
」
と
評
価

さ
れ
る
と
と
も
に
、
在
学
生
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

優
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は
、
①
状
況
を
把
握

し
、
他
人
の
言
う
こ
と
を
理
解
す

る
能
力
と
 ②
し
っ
か
り
と
自
分

の
考
え
を
言
葉
に
よ
っ
て
表
現

す
る
能
力
か
ら
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
を
含
む
在
学
生
が
、
社
会
生
活

を
送
る
上
で
重
要
な
、
こ
の
能
力

に
優
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
、本
学
は
誇
り
と
し
ま
す
。

晴
れ
て
学
位
を
取
得
し
、
学
窓

を
巣
立
つ
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
の
祝
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

「
人
事
有
代
謝
、
往
来
成
古
今（
人

事
、
代
謝
あ
り
、
往
来
、
古
今
を

な
す
）」＊（
人
間
の
営
み
で
は
、
常

の
こ
と
と
し
て
、
人
が
次
々
と
入

れ
替
わ
る
。
行
く
者
が
い
て
、
来

る
者
が
い
る
。
こ
う
し
て
、
時
は

過
去
か
ら
現
在
へ
と
移
ろ
い
、
歴

史
を
紡
ぐ
の
で
あ
る
。）
と
い
う

言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
、
本
学
の
姿
を
言
い

表
し
て
い
る
言
葉
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
卒
業
生
を
送
り
、
新
年

度
に
は
多
く
の
学
生
が
入
学
し

ま
す
。
ま
さ
に「
人
事
有
代
謝
」で

す
。
そ
し
て
、「
往
来
成
古
今
」
の

通
り
、
８
万
人
を
超
え
る
有
為
の

人
々
が
巣
立
ち
、
本
学
の
歴
史
を

紡
い
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

は
、
多
く
の
先
輩
に
伍
し
て
、
臆

す
る
こ
と
な
く
社
会
生
活
を
送

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
本
学
は
、
北
海

短
期
大
学（
１
９
５
０（
昭
和
25
）

こ
の
間
、
開
設
以
来
60
年
に
亘

っ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
き
た
本
学
の
付
置
研
究

所
・
開
発
研
究
所
（
１
９
５
７

（
昭
和
32
）年
設
置
）な
ど
に
よ
る

地
道
な
研
究
・
社
会
貢
献
が
認

め
ら
れ
、
２
０
１
３（
平
成
25
）年

に
、
学
校
法
人
北
海
学
園（
以
下
、

「
学
園
」）
は
北
海
道
と
の
間
で
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
本
学
も

重
い
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
加
え
て
、
地
域
密
着

型
大
学
と
し
て
の
実
績
は
、
中
央

に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

学
園
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
包

括
連
携
協
定
の
締
結
を
も
た
ら

し（
２
０
１
６（
平
成
28
）年
）、
そ

れ
を
機
に
、
本
学
は
更
な
る
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
新
た
な
歩
み
を

始
め
ま
し
た
（『
学
報
』
第
１
０
８

号
、
昨
年
12
月
１
日
発
行
参
照
）。

皆
さ
ん
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
を
肝
に

銘
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を

誇
り
と
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
と
同
時
に
皆
さ
ん
は
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
結
成

60
周
年
を
祝
っ
た
本
学
の
同
窓

会
（
豊
平
会
）
の
一
員
と
し
て
社

会
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
折
に
触
れ
て
豊

学
長
　
木�

村�
�

和�
�

範�
�

事
務
部
長

木�

村�
�

勝�
�

照�
�

語
り
継
ぐ
北
海
学
園
の
教
育
者
● 

● 

● 

●

み
の
授
業
料
の
安
さ
、
１
部
と
遜

色
な
い
授
業
内
容
や
就
職
実
績
、

２
部
学
生
数
だ
け
で
も
他
大
学

に
負
け
な
い
規
模
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
現
在
本
学
２
部

の
定
員
数
は
１
学
年

４
７
０
名
で
あ
り
、
こ
の
規
模
は

北
海
道
の
国
・
公
・
私
立
36
大

学
中
14
位
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
２
部
の
特
徴
を
長
年

一般入試会場（本学・2月9日）

経済

学部部

経営

経営 経営

経済 1,154

561
359

686

219
178
89
121
103
81

3,551

190

120

182

43
23
558
4,109

228

273
205

223

173
166
146
136
178
89

1,817

ー

ー

ー

ー
ー
ー

1,817

学科 センター利用入試一般入試

地域経済

経済 経済
地域経済

経営
経営情報

法 法律
政治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法律
政治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建築

電子情報工
生命工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

5,926総合計

１
部

２
部

平成29年度 一般入試
センター利用入試Ⅰ期出願者数

合格者の胴上げ（2月24日）

２
部
の
出
願
 今
年
も
好
調

に
わ
た
り
、
広
報
を
し
続
け
て
き

た
結
果
が
志
願
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

既
に
合
格
者
を
発
表
し
た
推
薦

入
試
と
合
わ
せ
、
平
成
29
年
度
入

試
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
行
わ
れ

る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
Ⅱ
期
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
多
く
の
受
験
生
が
志

望
す
る
大
学
で
あ
り
続
け
た
い
。

開
拓
者
精
神
で
活
躍
を

開
拓
者
精
神
で
活
躍
を

開
拓
者
精
神
で
活
躍
を

平
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
未
来
が
拓
か
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
、
や
が
て
は

支
援
さ
れ
る
側
か
ら
、
後
輩
を
支

援
す
る
側
へ
と
回
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
の
後
に
は
、
会
場
を
変
え
て
、

卒
業
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
同
窓
会
へ
の
入
会
式
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
出
席
し

て
、
先
輩
か
ら
の
祝
福
を
受
け
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
授
与
す
る
学
位
に
ふ

さ
わ
し
い
学
識
を
教
授
し
ま
し

た
。
考
え
る
力
や
適
切
な
判
断
力

を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
意
を
用
い
る
と
と
も
に
、

試
練
に
耐
え
て
生
き
ぬ
く
力
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
も
願
い

ま
し
た
。
学
位
記
は
皆
さ
ん
の
努

力
の
結
晶
で
す
。
そ
れ
に
は
、
本

学
に
お
け
る
学
び
が
皆
さ
ん
の

幸
せ
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
い
う
教
職
員
の
願

い
が
凝
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

学
位
記
が
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
繋

が
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
世

の
た
め
、
人
の
た
め
に
も
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
他
人
の
不

幸
の
上
に
己
の
幸
せ
が
あ
る
こ

と
を
恥
と
し
、
健
康
に
留
意
し

て
、
心
豊
か
に
人
生
を
歩
む
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

本
学
の
建
学
精
神
は
開
拓
者

精
神
で
す
。
こ
れ
は
、
自
立
と
自

律
と
い
う
二
つ
の
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
生
活
の
中
で
、
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
二
つ
の
「
じ
り
つ
」
を

我
が
物
と
す
べ
く
心
が
け
、
存
分

に
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。Stat 

Rom
a 
pristina

nom
ine, 
nom
ina 
nuda

tenem
us（
昔
日
の
ロ
ー
マ
は

た
だ
そ
の
名
の
み
。
手
に
す
る
の

は
、そ
の
む
な
し
き
名
）＊

＊

は
、本

学
と
は
無
縁
で
す
。
母
校
は
永
劫

で
あ
り
、
引
用
文
の
 Rom
a が

Ｈ
Ｇ
Ｕ
に
置
き
換
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
残
る
教
員
と
職
員

は
、
１
３
０
年
を
超
え
た
歴
史
的

伝
統
を
も
つ
北
海
学
園
の
設
置

校
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
誇
り
と

し
、
北
海
道
の
高
等
教
育
を
牽
引

す
る
気
概
を
も
っ
て
、
社
会
的
使

命
を
果
た
し
続
け
ま
す
。

＊

孟
浩
然
（
盛
唐
の
詩
人
、
６
８
９
年

〜
７
４
０
年
）
の
五
言
律
詩
「
与
諸

子
登
峴
山
（
諸
子
と
峴
山
に
登
る
）」

の
冒
頭
部
分
。

＊
＊
出
所
は
Bernardo M
orlia-

cense（
12
世
紀
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

会
修
道
士
）
の
 

（
俗
世
界
の
さ
げ
す
み
に

つ
い
て
）。（
cf. Um
berto Eco,

Postille  a 

（「『
薔
薇
の
名
前
』注

解
」）
[M
ilano, 1980],in: 

VII 
edizione(2016), 
p.

579f.）

卒
業
生
に
贈
る

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

De contem
pt

m
undi

Il
Nom

e
della

Rosa

ditto, Il Nom
e della Rosa, 
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従
来
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は

刑
法
典
上
の
業

務
上
過
失
致
死

罪（
上
限
は
懲
役

五
年
）が
適
用
さ

れ
て
い
た
が
、重

大
悪
質
な
交
通

事
故
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
一
三
年
に
危
険
運

転
す
な
わ
ち
酩
酊
運
転
、
制
御
困

難
な
高
速
度
の
運
転
、
未
熟
運

転
、
妨
害
運
転
、
赤
信
号
無
視
運

転
に
よ
る
人
身
事
故
を
重
く
処

罰
す
る
危
険
運
転
致
死
傷
罪
（
上

限
は
致
傷
で
懲
役
一
五
年
、
致
死

で
二
〇
年
）
が
、
平
成
一
九
年
に

は
危
険
運
転
に
当
た
ら
な
い
交

通
事
故
に
関
す
る
自
動
車
運
転

過
失
致
死
傷
罪
（
上
限
は
懲
役
七

年
）
が
新
設
さ
れ
た
。

そ
し
て
平
成
二
五
年
、
刑
法
典

か
ら
危
険
運
転
致
死
傷
罪
と
自

動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
を
抽

出
し
、
高
速
道
路
の
逆
走
等
に
か

か
る
通
行
禁
止
道
路
運
転
を
危

険
運
転
に
含
め
た
う
え
で
、
酩
酊

に
至
ら
な
い
程
度
の
準
酩
酊
運

転
、
て
ん
か
ん
等
の
病
気
運
転
を

重
く
処
罰
（
上
限
は
致
傷
で
懲
役

一
二
年
、
致
死
で
一
五
年
）、
さ
ら

に
無
免
許
運
転
に
よ
る
加
重
処

罰
、
飲
酒
運
転
で
の
人
身
事
故
後

の
飲
酒
や
逃
走
に
よ
る
飲
酒
発

覚
免
脱
罪
を
規
定
し
た
「
自
動
車

の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ

る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法

律
」が
公
布
、
翌
年
施
行
さ
れ
た
。

わ
が
国
の
交
通
事
故
発
生
件

数
は
平
成
十
六
年
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
り
、
一
連
の
法
改
正
は
事

故
抑
止
に
有
効
で
あ
っ
た
と
評

価
で
き
る
。も
っ
と
も
、小
樽
、砂

川
等
、
重
大
な
危
険
運
転
事
件
は

法
改
正
後
も
後
を
絶
た
な
い
し
、

増
加
し
つ
つ
あ
る
高
齢
者
の
交

通
事
故
へ
の
対
策
に
も
重
罰
化

は
必
ず
し
も
有
効
と
い
え
な
い
。

近
い
将
来
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
検

知
す
る
と
エ
ン
ジ
ン
が
起
動
し

な
い
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
搭
載
車
や
、
危
険
回
避
に
優

れ
る
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
搭
載
自
動
運
転
車
が
、
決
定

的
な
交
通
事
故
対
策
と
な
り
う

る
。
こ
れ
ら
新
技
術
搭
載

車
の
実
現
に
向
け
た
法
整

備
は
急
務
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
二
八
年
七
月
八

日
、
む
か
わ
町
の
道
東
道
に
お
い

て
、
平
成
二
三
、
二
四
年
度
の
神

元
ゼ
ミ
幹
事
を
務
め
た
四
宮
裕

太
君
（
平
成
二
六
年
卒
）
が
、
中

央
線
を
越
え
て
逆
走
し
て
き
た

対
向
車
と
の
正
面
衝
突
事
故
に

よ
り
急
逝
し
た
。
享
年
二
四
歳
で

あ
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
悔

や
み
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
交

通
事
故
の
撲
滅
を
心
か
ら
願
っ

て
や
ま
な
い
。
  【
専
門
：
刑
法
】

『
風
の
戯
れ
』

12

元
法
学
部
教
授
の
高
畑

�
�
�
�

直�
�

彦�
�

先
生（
84
歳
）が
平
成
28
年

11
月
22
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
高
畑
 直
彦
先
生

《
ご
経
歴
》
昭
和
32
年
北
海
道

大
学
医
学
部
卒
業
（
医
学
士
）、

昭
和
37
年
北
海
道
大
学
大
学

院
医
学
部
修
了
（
医
学
博
士
号

取
得
）、
昭
和
38
年
北
海
道
大

学
医
学
部
精
神
神
経
科
助
手
、

昭
和
43
年
北
海
道
大
学
医
学

部
精
神
神
経
科
講
師
、昭
和
51

年
北
海
道
大
学
医
学
部
精
神

神
経
科
助
教
授
、昭
和
53
年
札

幌
医
科
大
学
神
経
精
神
科
教

授
、平
成
10
年
本
学
法
学
部
教

授
、
平
成
15
年
退
職

私
の
研
究
室
で
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
社
会
調
査
に
基
づ

い
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
で
可

視
化
・
解
析
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
様
々

な
情
報
を
地
図
化
で
き
る
先
端

シ
ス
テ
ム
で
す
。
最
近
２
年
間

は
、
公
益
財
団
法
人
国
土
地
理
協

会
か
ら
の
研
究
助
成
を
得
て
、
立

命
館
大
学
、
徳
島
大
学
、
東
北
大

学
の
地
理
学
者
と
共
同
で
、
岩
手

県
三
陸
地
方
に
お
け
る
津
波
に

由
来
す
る
地
名
「
津
波
地
名
」
の

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
名
が
そ
の
場
所
の
自
然
特

性
に
由
来
す
る
こ
と
は
少
な
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
で
も
津

波
地
名
は
津
波
に
遭
っ
た
過
去

の
事
実
が
直
接
反
映
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
津
波
の
リ
ス
ク
を
後
世

に
継
承
す
る
情
報
媒
体
と

し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、地
名
は
宅

地
造
成
や
区
画
整
理
に
よ

っ
て
改
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
ほ
か
、
必
ず
し
も
正

確
に
由
来
が
伝
達
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
明

治
時
代
、
三
陸
沿
岸
に
存

在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
津

波
地
名
の
記
録
集
『
岩
手

沿
岸
古
地
名
考
』（
１
８
９

７
）に
着
目
し
、情
報
媒
体

と
し
て
の
津
波
地
名
の
可

能
性
を
検
討
し
始
め
ま
し

た
。
こ
の
資
料
に
は
40
箇

所
の
津
波
地
名
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
稿
で

は
岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居

町
田
郷
に
あ
る
蛸
カ
ラ
カ

イ
と
い
う
津
波
地
名
を
紹
介
し

ま
す
（
右
下
図
を
参
照
）。

資
料
に
よ
る
と
、
蛸
カ
ラ
カ
イ

は
そ
の
昔
、
鵜
住
居
川
を
遡
上
し

た
津
波
に
よ
っ
て
タ
コ
や
カ
ラ

カ
イ
（
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
が
打

ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

名
付
け
ら
れ
た
地
名
で
す
。
現
地

で
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
当
地
で
は
タ
コ

を「
タ
ゴ
ウ
」と
発
音
し
、

地
名
の
田
郷
は
タ
コ
そ

の
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
カ
イ
は
エ

イ
の
一
種
の
カ
ラ
ゲ
イ

を
指
し
、
地
図
に
は
な
い

田
郷
の
中
の
ご
く
限
ら

れ
た
区
域
を
指
す
地
名

の
よ
う
で
す
。
結
果
と
し

て
、
現
地
で
は
、
蛸
カ
ラ

カ
イ
は
田
郷
と
カ
ラ
ゲ

イ
と
い
う
名
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
現
地
で
確
認
さ

れ
た
田
郷
・
カ
ラ
ゲ
イ

と
、
復
興
支
援
調
査
ア
ー

カ
イ
ブ
（
運
営
：
東
京
大

学
空
間
情
報
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
）
の
東
日
本
大

震
災
浸
水
区
域
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ

Ｓ
上
で
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
非
常

に
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
際
の
津
波
の
遡
上
地
点
と
田

郷
・
カ
ラ
ゲ
イ
の
位
置
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
た
の
で
す
。

田
郷
・
カ

ラ
ゲ
イ
は
三

陸
沿
岸
か
ら

約
４
㎞
ほ
ど

遡
っ
た
場
所

に
位
置
し
、

東
日
本
大
震

災
の
際
も
隣

接
す
る
日
ノ

神
集
落
ま
で

津
波
が
遡
上

し
、
そ
の
集

落
に
は
被
災

者
の
ご
遺
体

も
流
れ
着
い

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
図
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
上
流
に
は
蛍
貝

や
長
持
が
漂
着
し
た
こ
と
に
よ

り
名
付
け
ら
れ
た
津
波
地
名
も

存
在
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
過
去

の
津
波
で
田
郷
・
カ
ラ
ゲ
イ
付

近
に
タ
コ
や
エ
イ
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

本
研
究
は
現
在
進
行
中
で
あ

る
た
め
研
究
の
結
論
は
ま
だ
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
こ
の
よ

う
に
地
域
の
自
然
・
災
害
特
性

を
示
す
災
害
地
名
を
調
べ
る
プ

ロ
セ
ス
は
、
そ
の
ま
ま
地
理
教
育

に
も
活
用
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
理
教
育
は
と
か
く

暗
記
に
偏
り
が
ち
で
す
が
、
本

来
、
地
理
教
育
は
地
理
的
見
方
・

考
え
方
を
教
え
る
場
で
あ
り
、
そ

の
見
方
・
考
え
方
の
実
践
は
、
地

域
の
自
然
環
境
と
の
関
わ
り
の

な
か
で
営
ま
れ
る
人
々
の
生
活

空
間
（
地
理
・
地
誌
）
を
理
解
す

る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
北

海
道
の
地
理
教
育
の
一
端
を
担

う
中
高
教
員
を
輩
出
す
る
本
学

に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
的

な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
社
会

調
査
の
方
法
と
先
端
的
な
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
技
術
を
身
に
付
け
た
人
材

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。【
専
門
：
人
文
地
理
学
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）】

津波地名の行方を追う
地理情報システム（GIS）による可視化・解析

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
新
年
交
礼
会
が
１
月
７
日
、

札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
。
今
年
表
彰
さ
れ
た
永

年
勤
続
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
40
年
勤
続
〔
教
員
〕
亀
井
伸
照

（
法
）

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
加
藤
信
行

（
法
）、
佐
々
木
正
規
（
工
）、
山
ノ

井
髙
洋
（
工
）、〔
職
員
〕
藤
井
勝

彦
（
人
文
）、
杉
山
匡
（
経
済
）、
内

山
ゆ
か
（
学
生
）

▼
20
年
勤
続〔
教
員
〕春
日
賢（
経

営
）、
田
中
昭
憲
（
経
営
）、
飯
野

海
彦（
法
）、松
戸
清
裕（
法
）、佐
々

木
康
彦（
工
）、杉
山
雅（
工
）、〔
職

員
〕
中
山
知
幸
（
教
務
セ
ン
タ

ー
）、
黒
澤
規
央
（
経
済
）、
高
橋

律
裕
（
庶
務
）、
油
矢
誠
（
経
営
）

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
田
中
仁
史

（
経
済
）、
　
弘
範
（
経
済
）、
北
原

博
（
法
）、
千
葉
華
月
（
法
）、
岡

本
浩
一
（
工
）、
平
田
恵
啓
（
工
）、

山
本
裕
子
（
工
）、〔
職
員
〕
村
上

友
基
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
）、
住
吉
崇

人（
図
書
館
）、加
藤
大
季（
経
営
）

▼
40
年
勤
続
〔
職
員
〕
楠
文
彦

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
菊
地
文
宏

▼
20
年
勤
続〔
教
員
〕大
森
和
之
、

武
藤
恵
美

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕坪
岡
英
明
、

中
島
正
人
、
油
谷
哲
郎

▼
40
年
勤
続
〔
職
員
〕
竹
村
輝
夫

▼
30
年
勤
続〔
教
員
〕木
内
廣
幸
、

天
沼
和
哉
、
佐
藤
淳
司

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
元
木
靖
夫

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕河
野
訓
人
、

小
笠
原
香
緒
里

▼
20
年
勤
続
森
田
吉
雄

▼
10
年
勤
続
中
川
裕
之

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

平成29年永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

年頭の挨拶を述べる森本正夫理事長

法
学
部
教
授神

元
�
�
�
�

隆
賢

�
�
�
�

本
紙
第
３
面
に
は
、
３
月
31

日
を
も
っ
て
ご
満
職
な
さ

る
13
人
の
教
員
と
２
人
の

事
務
職
員
か
ら
頂
戴
し

た
、
本
学
へ
の
思
い
を
掲

載
し
ま
し
た
。
本
学
に
よ

せ
る
篤
い
お
気
持
ち
を
有

り
難
く
頂
戴
い
た
し
ま

す
。こ

の
間
、
本
学
で
は
、
い

わ
ゆ
る
教
育
改
革
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
設
学

部
の
改
組
転
換
（
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
・
同
英

米
文
化
学
科
、
法
学
部
政
治
学

科
、
経
済
学
部
地
域
経
済
学

科
、
経
営
学
科
を
母
胎
と
す
る

経
営
学
部
（
経
営
学
科
・
経
営

情
報
学
科
）
お
よ
び
工
学
部
生

命
工
学
科
の
設
置
な
ど
）
だ
け

で
な
く
、
大
学
院
の
あ
り
方
が

全
学
的
に
論
議
さ
れ
、
様
々
な

改
組
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
方
で
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
、
学
校
教
育
法
、

設
置
基
準
な
ど
、
大
学
と

大
学
院
の
存
立
の
根
幹
に

触
れ
る
よ
う
な
法
改
正
が

行
わ
れ
、そ
れ
に
伴
い
、本

学
は
諸
規
程
を
整
備
し
、

今
後
の
方
向
性
を
定
め
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
、
ご
満
職
な
さ
る
方
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場

か
ら
、
本
学
を
し
て
北
海

道
を
代
表
す
る
大
学
へ
と
作

り
上
げ
る
た
め
に
ご
尽
力
く

だ
さ
り
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね

て
全
学
合
意
に
至
る
こ
と
の

重
要
性
を
お
教
え
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦

に
た
い
し
、
本
学
は
衷
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
か
く
あ

れ
と
の
願
い
を
込
め
て
学
生

に
接
す
る
た
め
、
教
育
と
研
究

に
、
そ
し
て
そ
の
支
援
に
意
を

用
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に

皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
ご
高
配

に
応
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と

思
い
、
残
る
教
職
員
は
そ
れ
ぞ

れ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
、
微

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

ご
満
職
を
迎
え
ら
れ
る
教

職
員
の
皆
様
、
長
い
間
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後

と
も
北
海
学
園
大
学
を
温
か

い
目
で
見
守
り
、
折
り
を
見
つ

け
て
は
本
学
に
お
運
び
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。【
学
長
 木
村
和
範
】

人
文
学
部
准
教
授

村
中

�
�
�
�

亮�
�

夫�

交
通
事
故
と
法
整
備

トピックストピックストピックス 464646

図  GISによる調査データの処理画面

教
育
振
興
会
 留
学
生
４
人
に
奨
学
金
給
付

パ
ラ
オ
共
和
国
大
統
領

学
校
法
人
北
海
学
園
お
よ
び
北
海
学
園
札
幌
高
校
訪
問

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度
に
つ
づ
き
今
年
度
も
多

く
の
皆
様
か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を
目
的
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学
生

か
ら
４
名
を
厳
正
に
選
考
し
、
平
成
28
年
12
月
20
日
に

学
長
（
教
育
振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当
た
り
10
万
円
の

奨
学
金
（
奨
学
金
Ｃ
）
を

支
給
し
ま
し
た
。

▼
奨
学
金
受
給
者
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
３
年

金
ナ
レ
さ
ん
／
経
営
学
研

究
科
修
士
課
程
２
年
 趙

爽
さ
ん
／
経
済
学
部
経
済

学
科
３
年
 ウ
ォ
ン
 イ
ン

ウ
ン
 ジ
ョ
バ
ン
さ
ん
／

工
学
部
電
子
情
報
工
学
科

４
年
 ク
ー
ン
 ト
ビ
ア
ス

さ
ん

永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

催
さ
れ
た
歓
迎
集
会
で
は
、
少
林

寺
拳
法
部
の
演
武
や
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
大
統

領
一
行
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い

た
。
ま
た
、
学
校
法
人
北
海
学
園

理
事
長
、
北
海
学
園
札
幌
高
校
校

長
、
北
海
学
園
大
学
学
長
と
の
歓

迎
昼
食
会
が
開
か
れ
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

同
国
は
西
太
平
洋
に
位
置
す

る
人
口
２
万
人
ほ
ど
の
島
国
で
、

か
つ
て
日
本
の
委
任
統
治
領
下

の
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
は

激
戦
に
よ
り
多
く
の
日
本
兵
が

犠
牲
と
な
っ
た
。
現
在
も
親
日
的

な
国
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
と
の

さ
ら
な
る
友
好
関
係
に
意
欲
を

示
し
て
い
る
。

パ
ラ
オ
共
和
国
の
ト
ミ
ー
・

メ
レ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
ご
夫
妻

並
び
に
政
府
高
官
が
、
平
成
28
年

12
月
８
日
学
校
法
人
北
海
学
園

お
よ
び
北
海
学
園
札
幌
高
等
学

校
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
同
国
が
道
内
の
高
校

生
と
の
交
流
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
、
北

海
学
園
札
幌
高
校
体
育
館
で
開

左側2人目から金 ナレさん、クーン トビアスさん、
趙 爽さん、ウォン イン ウン ジョバンさん

パラオ共和国メレンゲサウ大統領（左）
と森本正夫学校法人北海学園理事長

ご満職によせて
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退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

人文学部教授

岩崎
����

まさみ

北
海
学
園
大
学
の
未
来
を

法学部教授

藤
��

田
�

正
���

私
の
北
海
学
園
大
学
で
の
生
活
は
四

〇
年
に
及
び
ま
し
た
が
、こ
の
間
、大
学

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
制
度
上
も
社
会

的
に
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
教
師

も
学
生
も
全
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、北
海
学
園
大
学
の
学
生
が
、基

本
的
に
と
て
も
ま
じ
め
で
あ
る
点
は
今

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、も
っ
と
積
極

的
か
つ
開
放
的
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
ず

っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

北
海
学
園
大
学
が
み
ず
か
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
な
く
、
日

冬
来
た
り
な
ば
・・・ 人文学部教授

川上
����

武
��

志
�

同
僚
教
員
ま
た
職
員
の
皆
様
の
ご

厚
情
に
よ
り
、
15
年
間
に
渡
る
学
園
で

の
教
員
生
活
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
こ
と
に
、
深
甚
の
謝
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。
春
秋
長
じ
退
職
を
迎
え

る
身
に
あ
っ
て
も
、
現
今
の
大
学
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
に
思
い
遣
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
冬
の
嵐

に
立
ち
向
か
う
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、「
建
学
の
精
神
」
を
も
っ
て
必
ず

や
本
学
を
発
展
さ
せ
ま
す
よ
う
懇
望

致
し
ま
す
。

If winter com
es, can spring

be far behind?
（
P. B. Shelley）

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和

50
年
文
学
修
士（
北
海
道
大
学
）、昭
和

50
年
苫
小
牧
駒
沢
短
期
大
学
講
師
、
昭

和
52
年
北
海
道
教
育
大
学
助
手
、
昭
和

55
年
同
講
師
、
昭
和
60
年
同
助
教
授
、

平
成
13
年
同
教
授
、平
成
14
年
本
学
人

文
学
部
教
授
（
英
文
学
概
説
な
ど
担

当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
Ｗ
・

Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」、
翻
訳
：「
Ｗ
・

Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
著
『
幼
年
時
代
と
少
年

時
代
の
幻
想
』

た
。
こ
の
よ
う
な
北
海
学
園
大
学
で
の

充
実
し
た
現
役
時
代
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

退
職
を
機
に
、
さ
ら
に
広
い
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
出
か
け
て
行
き
ま
す
。
こ
ん
ど

は
学
生
を
連
れ
ず
に
、
一
人
で
。

【
略
歴
】平
成
６
年
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
大

学
院
人
類
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
、
平

成
６
年
人
類
学
博
士
（
ア
ル
バ
ー
タ
大

学
）、
昭
和
55
年
札
幌
大
学
非
常
勤
講

師
、平
成
６
年
東
海
大
学
非
常
勤
講
師
、

平
成
７
年
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学
助

教
授
、
平
成
９
年
本
学
人
文
学
部
助
教

授
、
平
成
13
年
同
教
授
（
比
較
文
化
論

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
15
年
同
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
17

年
同
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
英
米
社

会
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
ア
イ
ヌ
研
究
の

現
在
と
未
来
』、『
捕
鯨
の
文
化
人
類

学
』、
論
文
：「
日
本
に
お
け
る
北
の
海

の
捕
鯨
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
文

化
人
類
学
を
学
生
に
教
え
る
事
は
、
教

室
の
枠
を
超
え
た
体
験
を
学
生
と
共
有

す
る
こ
と
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
学
外

か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
た
り
す
る
事

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
学
生
た
ち
を
連
れ

て
学
外
へ
出
か
け
、
海
外
か
ら
の
研
修

生
と
の
合
宿
、ア
イ
ヌ
集
落
で
の
合
宿
、

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
学
生
た
ち
と
共
に
様
々
な
と
こ
ろ

へ
出
か
け
て
行
き
、
多
く
の
人
々
と
出

会
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学
生
た
ち

は
逞
し
く
、眩
し
く
輝
い
て
い
た
。地
域

で
出
会
う
人
た
ち
は
北
海
学
園
大
学
の

学
生
た
ち
の
良
さ
を
繰
り
返
し
褒
め
て

く
れ
た
。
そ
の
事
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ

感
謝

事務部長

木
�

村
��

勝照
����

「
春
を
待
つ
」若
者
た
ち
へ

工学部教授

竹内
����

潔
���

春
４
月
、
日
本
の
学
校
で
は
入
学
式

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。
冬

の
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
、
気
持
ち
の
い

い
春
の
陽
を
浴
び
な
が
ら
の
新
入
生
の

登
校
は
、
本
当
に
心
を
打
つ
ほ
ど
の
新

鮮
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
、中

学
校
、
高
校
、
そ
し
て
大
学
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
る
意
を
伝
え
な
が
ら
学
校
生

活
が
始
ま
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
に
大
き

な
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
た
ち
の
気
迫
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
教
員
に
と
っ
て
は
、

学
び
を
共
有
す
る
た
め
の
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な
る
は
ず
で
す
。さ
あ
、た

く
さ
ん
学
び
、
そ
し
て
お
互
い
が
大
き

く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。
北
海
学
園
大

学
は
、
そ
ん
な
学
び
の
場
な
の
で
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
北
海
道
大
学
理
学

部
動
物
学
科
卒
業
、
昭
和
54
年
理
学
博

士
取
得
（
東
京
都
立
大
学
）、
昭
和
54
年

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
分
子
生
物
・

生
物
科
学
部
門
研
究
員
、
昭
和
56
年
ウ

北
海
道
私
学
の
名
門
へ

工学部事務長

藤本
����

哲
��

也
�

40
年
前
、
縁
が
あ
り
母
校
に
卒
業
と

同
時
に
入
職
し
、こ
の
度
、無
事
停
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

本
学
の
目
覚
ま
し
い
隆
盛
を
目
の
当
た

り
に
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、そ

の
一
翼
を
担
え
た
こ
と
に
対
し
深
く
感

ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
生
物
学
研
究
所
研
究

員
、
昭
和
57
年
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大

学
医
学
部
細
胞
生
物
学
部
門
上
席
特
別

研
究
員
、
昭
和
58
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
記
念
癌
研
究
所

特
別
研
究
員
、
昭
和
62
年
タ
フ
ト
大
学

医
学
部
生
物
医
学
研
究
所
助
教
授
、
昭

和
62
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
分

子
生
物
学
、
精
神
神
経
科
生
化
学
部
門

助
教
授
、
平
成
３
年
北
海
学
園
北
見
大

学
教
授
、
平
成
４
年
本
学
人
文
学
部
教

授
（
現
代
科
学
論
な
ど
担
当
）、
平
成
22

年
同
工
学
部
教
授
（
細
胞
生
物
学
な
ど

担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
動
物
モ

デ
ル
を
使
っ
た
人
病
態
の
研
究
─
人
チ

ェ
ダ
ッ
ク
・
ヒ
ガ
シ
症
候
群
モ
デ
ル
動

物（
ベ
イ
ジ
ュ
・
マ
ウ
ス
）の
好
中
球
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
阻
害
物
質
の
生
体
制
御

機
構
を
探
る
」、「
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
バ
イ
オ
産
業
─
そ

の
黎
明
期
：
１
９
７
０
年
代
〜
１
９
８

０
年
代
─（
The Rise of a New Indus-

try 
in 
U.S. 
The 
Early 
Years 
of

Biotechnology Com
panies? 1970s To

1980s）」、「
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
戦
略
と
日
本
の
バ
イ
オ
産

業
：
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
獲
得
の
た
め

の
ア
メ
リ
カ
国
家
戦
略
か
ら
学
ぶ
」

え
て
い
る
。彼
ら
と
の
知
己
が
財
産
だ
。

そ
の
後
、
会
計
課
へ
異
動
と
な
り
慣

れ
な
い
管
理
部
門
で
は
、
随
分
悪
戦
苦

闘
し
た
が
、み
ん
な
の
支
え
が
あ
っ
た
、

「
天
は
見
て
い
る
」
と
思
い
踏
ん
張
っ

た
。
困
っ
た
と
き
は
ど
こ
か
ら
か
援
軍

が
現
れ
て
く
れ
た
し
、
自
身
も
そ
う
し

た
存
在
で
あ
り
た
い
と
生
き
て
き
た
。

沢
山
の
教
職
員
・
同
窓
に
支
え
ら
れ
、

健
康
で
退
職
で
き
る
事
に
感
謝
し
ま

す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
学
園
事
務
局

書
記
、
昭
和
55
年
学
生
部
学
生
課
書

記
、
平
成
４
年
同
主
任
、
平
成
11
年
就

職
部
就
職
課
主
任
、
平
成
14
年
事
務
部

会
計
課
係
長
、
平
成
20
年
同
課
長
、
平

成
23
年
大
学
院
事
務
部
長
（
兼
）
学
長

秘
書
業
務
総
括
担
当
、
平
成
25
年
事
務

部
長

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、
北
海
学

園
大
学
を
卒
業
し
、民
間
に
勤
め
た
後
、

翌
年
法
人
に
採
用
さ
れ
た
。
職
員
募
集

が
あ
る
事
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
、

先
に
勤
め
た
同
期
の
藤
本
哲
也
君
だ
っ

た
。在
職
中
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
。２

年
後
、大
学
学
生
部
へ
異
動
と
な
り
、課

外
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む
学
生
と
真

剣
に
向
き
合
っ
た
。次
の
就
職
部
で
は
、

就
職
活
動
を
控
え
、
急
に
礼
儀
正
し
く

な
っ
た
学
生
た
ち
の
姿
に
と
ま
ど
っ

た
。
卒
業
後
み
ん
な
立
派
に
社
会
を
支

感
謝
を
こ
め
て

経済学部教授

笠嶋
����

修
���

次
�

Ｏ
Ｂ
と
学
生
の
情
熱
と
力

経済学部教授

奥
��

田
�

仁
���

日
本
の
大
学
生
は
勉
強
し
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
。
私
も
か
つ
て
欧
米
の
大
学

を
訪
問
す
る
た
び
に
か
な
り
の
危
機
感

を
持
ち
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
問
題
の

基
本
は
戦
後
日
本
の
高
等
教
育
政
策
に

あ
り
、
そ
の
中
で
特
に
本
学
の
学
生
は

よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

地
域
研
修
で
、
北
海
道
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
を
目
の
あ
た

り
に
す
る
と
、
学
生
た
ち
は
大
い
に
励

ま
さ
れ
、
地
域
に
役
立
つ
調
査
報
告
を

ま
と
め
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
現
在
、
従
来
の
私
学
経
営
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
は
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ

本
学
の
発
展
を
願
っ
て

経済学部教授

瀬
�

川
��

修
���

二
�

こ
れ
ま
で
41
年
間
、
多
く
の
熱
心
な

学
生
た
ち
に
恵
ま
れ
、
ま
た
自
由
に
自

分
の
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
幸
せ
で
あ
り
、教
職
員
、学
生
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
文
学
修
士
（
北
海
道

大
学
）、
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
独
文
学
専
攻
博
士
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭
和
51
年
本
学

教
養
部
講
師
、
昭
和
59
年
同
教
養
部
助

教
授
、平
成
８
年
同
教
授（
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

〜
Ⅳ
な
ど
担
当
）、
平
成
10
年
同
共
通

教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
13

年
同
経
済
学
部
教
授

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
ド
イ
ツ
 フ
ラ
ン

ス
 中
国
 ロ
シ
ア
 韓
国
・
朝
鮮
と
そ
の

周
辺
地
域
の
言
語
と
文
化
』（
共
著
）、論

文
：「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
『
森
の

「
あ
れ
あ
れ
」を
運
ぶ
ル
ー
シ
ー
』（
１
９

９
９
年
）
に
つ
い
て
」

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
Ｏ
Ｂ
と
学
生
の
情
熱
と
力
を

信
じ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
お

も
わ
れ
ま
す
。言
葉
足
ら
ず
で
す
が
、退

職
後
も
感
謝
を
込
め
て
、
本
学
に
心
を

寄
せ
つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
東
京
都
立
大
学
経

済
学
部
経
済
学
科
卒
業
（
経
済
学
士
）、

平
成
14
年
博
士
（
農
学
・
北
海
道
大

学
）、
昭
和
49
年
北
海
道
農
務
部
、
昭
和

52
年
北
海
道
立
総
合
経
済
研
究
所
研

究
員
、
平
成
４
年
本
学
経
済
学
部
助
教

授
、平
成
７
年
同
教
授（
北
海
道
経
済
論

な
ど
担
当
）、同
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
15
年
同
博
士
後

期
課
程
担
当
（
北
海
道
経
済
論
特
殊
講

義
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
著
書
：『
地
域
経

済
発
展
と
労
働
市
場
』、『
地
域
の
社

会
・
経
済
構
造
』、
論
文
：「
Ｅ
Ｕ
の
地

域
政
策
」

ン
大
学
経
済
学
大
学
院
博
士
課
程
卒
業

（
P
h
.D
.）、

昭
和
46
年
〜
62
年
中
小

企
業
金
融
公
庫（
現
、日
本
政
策
金
融
公

庫
）、
昭
和
54
年
〜
55
年
（
財
）
国
際
開

発
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
昭
和
60
年
〜
61

年
国
際
協
力
事
業
団
派
遣
専
門
家
（
タ

イ
国
工
業
省
産
業
振
興
局
）、平
成
９
年

〜
10
年
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
（
タ
イ
国
）

経
済
学
部
講
師
、
平
成
11
年
本
学
経
済

学
部
教
授
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
な
ど
担

当
）、
平
成
12
年
同
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程
担
当

（
理
論
経
済
学
特
殊
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
貿
易
利
益
を
得

る
の
は
誰
か
』、
論
文
：「
Exchange

rate regim
e, real exchange rate m
is-

alignm
ent, and the current account:

An intertem
poral approach」、「
日
豪

自
由
貿
易
協
定
の
経
済
効
果
と
地
域
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
」

政
府
関
係
機
関
で
実
務
家
と
し
て
17

年
間
勤
務
し
た
後
、
米
国
の
大
学
院
へ

の
留
学
、
タ
イ
の
大
学
で
の
勤
務
を
経

て
、
本
学
で
18
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
教
員
職
が
務
ま
る
か
不
安

で
し
た
が
、
自
由
な
環
境
の
も
と
で
教

職
員
の
皆
様
の
温
か
い
支
え
も
あ
り
、

充
実
し
た
教
育
と
研
究
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
少
子
化
で
経
営
環
境
が

厳
し
く
な
る
中
、
本
学
が
北
海
道
の
基

幹
私
学
と
し
て
一
層
の
発
展
を
確
か
な

も
の
と
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

【
略
歴
】平
成
９
年
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

自
由
な
教
育
・
研
究
環
境
に
感
謝

工学部教授

佐々木
� � �

康彦
����

皆
様
ご
壮
健
で

工学部教授

佐々木
� � �

正
��

規
�

拙
い
授
業
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い

た
学
生
諸
君
と
怠
惰
な
私
と
と
も
に
働

い
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に
厚

く
感
謝
致
し
ま
す
。

着
任
致
し
ま
し
た
の
は
バ
ブ
ル
景
気

の
只
中
で
し
た
。い
ま
、子
供
じ
み
た
老

人
が
世
界
を
掻
き
回
し
て
い
ま
す
。
大

学
に
限
っ
て
み
て
も
、
多
く
の
困
難
と

混
乱
が
待
ち
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。学
生
、教
職
員
の
皆
様
が
ご
壮
健

で
、
自
ら
の
意
志
と
知
恵
を
も
っ
て
荒

専
門
の
追
求
と

広
い
視
野
の
形
成

工学部教授

佐
�

藤
��

謙
��

本
学
に
お
け
る
43
年
半
の
教
育
研

究
生
活
。何
よ
り
も
、多
く
の
方
の
ご
支

援
に
よ
っ
て
生
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

他
方
、常
に
、標
題
に
挙
げ
た
二
つ
の

テ
ー
マ
が
同
時
目
標
と
な
っ
て
今
に
続

い
て
い
る
。
高
山
植
物
の
研
究
と
い
う

専
門
の
追
求
と
、
生
物
学
の
世
界
を
広

く
話
す
一
般
教
育
が
あ
っ
た
。
自
然
の

保
護
策
や
環
境
問
題
の
解
決
策
を
考
え

る
と
、
専
門
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
経

済
・
法
律
・
工
学
な
ど
広
い
視
野
が
必

要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
複
層
的
な

テ
ー
マ
は
、職
業
人
か
つ
市
民
と
し
て
、

ど
な
た
に
も
与
え
ら
れ
る
人
生
の
テ
ー

マ
な
の
で
あ
ろ
う
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
専
門
は
さ
ら
に

深
め
、同
時
に
、視
野
を
拡
げ
る
勉
学
を

続
け
た
い
と
思
う
。

【
略
歴
】
昭
和
48
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和

48
年
本
学
教
養
部
講
師
、
昭
和
55
年
同

助
教
授
、
昭
和
62
年
同
教
授
、
平
成
８

年
博
士（
学
術
）（
広
島
大
学
）、平
成
10

年
同
工
学
部
教
授
（
環
境
生
物
科
学
Ⅰ

な
ど
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
北
海
道

高
山
植
生
誌
』、
共
著
：『
こ
こ
が
み
ど

こ
ろ
日
本
の
山
、
地
形
・
地
質
か
ら
植

生
を
読
む
』、
論
文
：「
ア
ポ
イ
岳
と
幌

満
岳
の
超
塩
基
性
岩
植
生
」

波
を
越
え
て
進
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、

工
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
54
年

釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
電
子
工
学
科

助
手
、
昭
和
55
年
同
講
師
、
昭
和
60
年

同
助
教
授
、
昭
和
62
年
本
学
工
学
部
助

教
授
、平
成
２
年
同
教
授
、平
成
５
年
同

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
：『
演
習
電

子
回
路
』、
論
文
：『
ANALYSIS OF

THE TRANSIENT TEM
PERATURE

DISTRIBUTION 
IN 
A 
STRIPLINE

W
ITH 
TRIPLE-LAYER 
DIELEC-

TRIC』、『
非
線
形
発
熱
に
よ
る
半
導
体

材
料
の
昇
温
特
性
』

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
勇
姿
を
眺
め
る

こ
と
は
誠
に
教
員
冥
利
に
尽
き
る
も
の

で
す
。
学
園
を
巣
立
つ
学
生
た
ち
の
実

社
会
で
の
健
闘
を
陰
な
が
ら
祈
っ
て
い

ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
平
成

４
年
博
士
（
工
学
・
北
海
道
大
学
）、
昭

和
54
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
平

成
９
年
本
学
工
学
部
教
授（
構
造
力
学
、

地
震
工
学
を
担
当
）、同
大
学
院
工
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
構
造
動
力
学
特

論
を
担
当
）

【
主
な
論
文
】
論
文
：「
強
震
動
を
受
け

る
履
歴
構
造
―
杭
基
礎
・
地
盤
連
成
系

の
履
歴
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
担
率
」、

「
構
造
材
料
の
配
分
最
適
化
手
法
に
よ

る
最
適
な
補
強
構
造
の
形
態
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
テ

イ
ブ
サ
イ
ロ
の
構
造
不
連
続
性
を
考
慮

し
た
動
的
解
析
モ
デ
ル
と
地
震
応
答
解

析
」

二
十
年
前
の
初
春
、
旧
木
造
体
育
館

が
ま
だ
残
っ
て
い
た
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

の
工
学
部
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
教
職
員
の
皆
様
の
暖
か
な
ご
支
援
に

よ
っ
て
、
充
実
し
た
教
育
と
研
究
の
学

園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

我
が
教
員
生
活
を
振
り
返
る
と
、
学

生
た
ち
と
の
時
間
は
掛
か
る
が
人
間
関

係
も
育
め
る
卒
業
研
究
指
導
の
日
々
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

当
初
は
研
究
テ
ー
マ
に
押
し
潰
さ
れ

そ
う
な
卒
研
生
も
、
年
度
末
の
発
表
会

で
は
自
信
に
満
ち
た
研
究
発
表
を
見
せ

学
園
を
巣
立
つ

学
生
た
ち
の
健
闘
を
祈
る
！

工学部教授

小野
� �

恭
���

平
��

北
海
学
園
大
学
発
展
に
期
待

人文学部教授

船岡
����

誠
���

人
文
学
部
発
足
の
年
、
平
成
５
年
に

赴
任
し
て
は
や
23
年
。
ま
さ
に
人
文
学

部
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
だ
23
年
で

し
た
。
も
っ
と
も
私
の
ば
あ
い
は
牛
歩

の
ご
と
き
歩
み
で
し
た
が
。
そ
れ
で
も

教
職
員
・
学
生
に
め
ぐ
ま
れ
、
楽
し
く

か
つ
充
実
し
た
時
を
お
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
大
学
を
と
り
ま
く
環
境
に
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
教
職

員
・
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
に
立

教
育
・
研
究
を
次
世
代
へ

工学部教授

桜
���

井
�

修
���

次
�

早
い
も
の
で
本
学
に
奉
職
し
て
か
ら

35
年
が
過
ぎ
、
平
成
29
年
３
月
を
も
っ

て
停
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。
学
士
入

学
で
２
年
間
学
生
と
し
て
在
籍
し
ま
し

た
の
で
、
合
計
37
年
本
学
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

初
期
の
教
え
子
た
ち
は
50
代
半
ば

の
年
齢
に
な
り
、
道
内
外
企
業
の
社
長

や
幹
部
職
な
ど
に
就
き
、
社
会
人
と
し

て
立
派
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
彼

女
ら
に
在
学
生
向
け
の
就
職
講
演
を
お

願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
す
る
と
そ
の
落
ち
着
い
た

物
腰
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
皆
成
長
し
変
化
し
て
い

く
訳
で
、
人
を
現
状
の
ま
ま
固
定
し
た

目
で
接
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
つ
く
づ
く
教
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
彼
ら
の
子
息
た
ち
が
現
在
建

築
学
科
へ
進
学
し
授
業
を
受
け
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
学
問
を
次
世
代
へ
繋

げ
て
い
く
中
で
、
私
学
の
雄
と
し
て
の

本
学
が
人
を
育
て
る
使
命
と
そ
の
責

任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
建
築
工
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
、平
成
８
年
博
士（
工
学
・
北
海

道
大
学
）、
昭
和
53
年
北
海
道
美
唄
工

業
高
校
教
諭
、
昭
和
57
年
本
学
工
学
部

講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
昭
和
63

年
同
教
授
（
建
築
構
造
力
学
基
礎
Ⅰ
・

演
習
な
ど
担
当
）、平
成
７
年
同
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
14

年
同
博
士
後
期
課
程
担
当
（
建
設
工
学

特
殊
研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】受
賞
：
日
本
雪
工

学
会
学
会
賞
（
学
術
賞
）、
著
書
：
日
本

建
築
学
会
「
建
築
物
荷
重
指
針
・
同
解

説
」（
執
筆
分
担
）、論
文
：
日
本
建
築
学

会
「
屋
根
面
風
圧
と
屋
根
雪
分
布
と
の

相
互
関
係
に
基
づ
く
屋
根
雪
の
実
用
的

偏
分
布
評
価
法
」

ち
向
か
わ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

【
略
歴
】
昭
和
47
年
文
学
修
士
（
明
治
大

学
）、
昭
和
52
年
明
治
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、

昭
和
59
年
放
送
大
学
非
常
勤
講
師
、
昭

和
63
年
明
治
大
学
一
般
教
育
兼
任
講

師
、
昭
和
63
年
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
特

別
講
師
、
平
成
４
年
聖
心
女
子
大
学
非

常
勤
講
師
、
平
成
５
年
本
学
人
文
学
部

教
授
（
日
本
思
想
史
な
ど
担
当
）、
平
成

11
年
同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
13
年
同
博
士
後
期
課
程

担
当
（
禅
文
化
史
論
特
殊
講
義
な
ど
担

当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
道
元
』、『
日
本
禅

宗
の
成
立
』、『
沢
庵
』

つ
も
の
騒
が
し
い
連
中
を
見
て
み
る

と
、嗚
呼
、ケ
ー
タ
イ
と
い
う
新
手
の
敵

の
登
場
だ
っ
た
。

④
最
終
講
義
で
学
生
た
ち
か
ら
バ
ラ
の

花
束
を
も
ら
っ
た
。
い
い
教
師
で
は
な

か
っ
た
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
も
っ

と
優
し
く
教
え
れ
ば
よ
か
っ
た
。　

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
工
学

研
究
科
建
築
工
学
専
攻
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
、
昭
和
53
年
北
海
道
工
業
大

学
教
養
部
講
師
、
昭
和
57
年
本
学
工
学

部
助
教
授
、平
成
元
年
同
教
授（
日
本
建

築
史
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】平
安
時
代
の
山
里

（
山
荘
）
に
つ
い
て
、
草
庵
の
魅
力
─
場

所
と
建
築
に
関
し
て

①
35
年
間
、
つ
た
な
い
講
義
に
も
か
か

わ
ら
ず
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
れ
た

（
…
と
思
う
）
学
生
た
ち
に
感
謝
。

②
50
年
前
、
故
郷
を
た
つ
日
、
田
舎
の

駅
の
ホ
ー
ム
は
桜
の
花
が
満
開
だ
っ

た
。
あ
の
日
の
志
は
果
た
せ
た
だ
ろ
う

か
。

③
私
語
の
多
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
あ
る

日
の
授
業
中
、や
け
に
静
か
な
の
で
、い

回
想
と
反
省

本
の
大
学
を
取
り
巻
く
こ
の
不
安
定
な

時
代
を
乗
り
こ
え
て
ゆ
く
こ
と
を
切
に

祈
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
法
学
修
士
（
早
稲
田

大
学
）、
昭
和
52
年
早
稲
田
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
、
昭
和
51
年
本
学
教
養
部
講

師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
６
年

同
教
授
、
平
成
10
年
同
法
学
部
教
授

（
日
本
法
制
史
な
ど
担
当
）、
平
成
11
年

同
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
平
成
18
年
同
大
学
院
法
務
研
究
科

担
当
（
法
制
史
）、
平
成
20
年
同
大
学
院

法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
担
当
（
法

制
史
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
著
書
：『
日
本
近

現
代
法
史
─

年
表
と
資
料
─

』（
共
著
）、『
日

本
立
法
資
料
全
集
旧
刑
法
』（
共
著
）、
論

文
：「
中
央
権
力
機
構
と
官
僚
制
」

謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
北
海
道
私
学
の
名
門
と
し

て
輝
か
し
く
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
本
学

を
、
ま
た
違
っ
た
立
場
で
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
学
関
係
者
の

皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
52
年
北
海
学
園
事
務
局

書
記
、同
年
就
職
部
就
職
課
書
記
、平
成

４
年
同
主
任
、
平
成
11
年
工
学
部
主

任
、
平
成
13
年
同
係
長
、
平
成
20
年
同

事
務
長
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水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と

あ
た
り
前
に
出
て
く
る
水
。

世
界
に
誇
る
日
本
の

水
道
技
術
だ
が
、
そ

の
水
道
事
業
は
今
、

大
き
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
本
学
経
済

学
部
Ｏ
Ｂ
で
元
日
本

水
道
協
会
調
査
部
長

の
松
明
淳
氏
に
問
題

提
起
を
、
余
湖
典
昭
工

学
部
教
授
に
そ
の
解
説
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
日
本
水
道

協
会
で
40
年
間
、
水
道
事
業
の
経

営
や
水
道
技
術
の
調
査
研
究
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
に
は
約
１
万
６
０

０
０
箇
所
の
水
道
が
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
な
水
道
で

す
。
水
道
を
利
用
し
て
い
る
人
は

平
成
26
年
度
で
約
１
億
２
４
２

７
万
人
、
普
及
率
は
約
98
％
、
１

年
間
の
総
給
水
量
は
約
１
５
２

億
㎥
、
こ
れ
は
琵
琶
湖
の
水
量
の

は
、
水
道
施
設
の
建
設
・
整
備
に

要
す
る
費
用
が
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
る
設
備
型
産
業
で
す

が
、
配
水
管
の
法
定
耐
用
年
数
は

40
年
。
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年

代
に
水
道
施
設
の
整
備
が
進
ん

だ
た
め
、
今
後
、
大
量
の
更
新
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
大
き
な

災
害
を
経
験
し
、
水
道
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は

平
成
25
年
度
に
50
年
、１
０
０
年

先
を
見
据
え
て
「
安
全
な
水
道
」

「
強
靱
な
水
道
」「
水
道
サ
ー
ビ
ス

の
持
続
」
と
い
う
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
水
道
事
業

に
携
わ
る
、
特
に
若
い
人
た
ち
が

危
機
感
を
持
ち
、
連
携
し
て
こ
の

課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

［
略
歴
］昭
和
50
年
本
学
経
済
学
部

経
営
学
科
卒
業
。
元
公
益
社
団
法

人
日
本
水
道
協
会
調
査
部
長
。
平

成
28
年
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞
。

地
中
に
埋
め
ら
れ
た
水
道
管
が

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
耐
震
化
も

急
務
で
す
。
料
金
収
入
増
が
期
待

で
き
ず
、
国
や
地
方
自
治
体
の
財

政
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
水
道
事
業
の
持

続
的
経
営
を
行
っ
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題
で
す
。
水
道
事
業

は
、
技
術
と
経
営
の
２
本
柱
が
か

み
合
っ
て
初
め
て
信
頼
性
の
高

い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
の
で
す
。
社

会
環
境
工
学
科
（
土
木
工
学
科
）

の
卒
業
生
の
多

く
が
、
道
内
自
治

体
で
水
道
事
業

の
技
術
を
支
え
て
い
ま
す
。
将
来

の
持
続
的
経
営
を
模
索
す
る

日
々
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
で

は
本
学
の
文
系
学
部
の
卒
業
生

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
松
明
さ
ん
に
は
、
豊
富

な
ご
経
験
を
生
か
し
て
、
故
郷
北

海
道
の
水
道
事
業
を
今
後
と
も

ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。【
専
門
：
水
環
境
工
学
】

▼
第
１
報
告
：「
モ
ン
ゴ
ル
と
北

海
道
の
交
流
に
つ
い
て
」北
海
道
総

合
政
策
部
国
際

局
国
際
課
長

工
藤
公
仁
氏

北
海
道
と

モ
ン
ゴ
ル
の
交
流
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
報
告
。
昨
年
６
月

に
日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
発
効

し
、「
経
済
や
技
術

交
流
、
人
的
・
学
術
交
流
を
通
じ

た
幅
広
い
関
係
構
築
を
図
っ
て

い
き
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

▼
第
２
報
告
：「
北
海
道
農
業
の

現
状
と
課
題
」

本
学
経
済
学
部

宮
入
隆
教
授

日
本
の
食

糧
基
地
と
し
て
の
北
海
道
農
業

の
特
徴
と
、
労
働
力
不
足
や
６
次

産
業
化
、
多
様
な
加
工
事
業
、
新

た
な
農
業
振
興
な
ど
の
課
題
を

報
告
し
た
。

▼
第
３
報
告
：「
北
海
道
を
支
え

る
物
流
に
つ
い
て
」北
海
商
科
大
学

商
学
部

相
浦
宣
徳
教
授

社
会
に
お

け
る
物
流
の

位
置
づ
け
と
、
北
海
道
物
流
の
特

異
性
と
課
題
を
解
説
し
た
。
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
高
速
貨
物

新
幹
線
に
つ
い
て
「
広
大
な
モ
ン

ゴ
ル
で
活
用
で
き
る
の
で
は
」と

話
し
た
。

▼
第
４
報
告
：「〝
P
O
W
E
R
,

PO
W
ER-1〟
バ
イ
オ
製
剤
の
バ

イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
結
果
と
免
疫
力
へ

の
影
響
」
モ
ン
ゴ
ル
国
 農
牧
業
科

学
研
究
所
・
畜
産
研
究
所

バ
ダ
ル
チ
 ビ
ャ
ン
バ
ー
博
士

家
畜
の
副

産
物
を
原
料

と
し
た
バ
イ

オ

製

剤

（
POW
ER, POW
ER-1）
の
特
徴

と
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
製
造
の
可
能

性
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

平
成
28
年
11
月
15
日
、
１
・

２
部
法
学
部
行
政
法
Ⅰ
の
授
業

で
、
札
幌
国
税
局
の
坂
信
明
課
税

第
一
部
長
及
び
山
田
和
俊
課
税

第
二
部
次
長
を
お
迎
え
し
、「
ネ

ッ
ト
社
会
の
進
展
と
税
務

行
政
」「
税
の
意
義
と
国
税

庁
の
仕
事
」
と
題
す
る
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
税
の
意
義
、
国
税
庁

の
仕
事
、
申
告
納
税
制
度
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。
学
生
か
ら
は

「
国
税
専
門
官
を
目
指
し
た
い
」、

「
税
に
興
味
を
持
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
28
年
12
月
８
、
10
日
に

は
札
幌
市
豊
平
区
市
民
部
地
域

振
興
課
長
の
北
川
憲
司
氏
を
お

招
き
し
、「
こ
の
ま
ち
の
た
め
に

働
く
」
と
題
す
る
講
演
会
が
行
わ

れ
た
。
北
川
氏
は
２
０
０
３
年
に

日
本
初
の
自
治
体
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
「
札
幌
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
。
２
０
０
６
年
か
ら

は
円
山
動
物
園
の
経
営
再
生
を

担
当
し
４
年
間
で
入
園
者
数
を

49
万
人
か
ら
92
万
人
に
回
復
さ

せ
た
。
２
０
１
０
年
か
ら
は
市
長

政
策
室
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
ト
担

当
課
長
と
し
て
札
幌
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
ト
戦
略
を
策
定
。
２
０

１
０
年
以
降
は
札
幌
市
観
光
企

画
課
長
を
務
め
札
幌
市
観
光
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
策
定
。
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
北

３
条
広
場
の
フ
ラ
ワ
ー
カ

ー
ペ
ッ
ト
な
ど
斬
新
な
企

画
を
次
々
と
実
現
さ
せ
た
。
現
在

は
豊
平
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
組
織
振
興
に
専
念
し
て
い
る
。

学
生
か
ら
は
「
公
務
員
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
１
８
０
度
変
わ

っ
た
」、「
公
務
員
は
天
使
の
仕
事

と
い
う
言
葉
が
心
に
響
い
た
」、

「
人
生
の
３
分
の
１
（
仕
事
の
時

間
）
も
幸
せ
に
過
ご
そ
う
と
い
う

お
考
え
に
感
動
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
法
学
部
教
授
・
鈴
木
光
）

約
55
％
に
あ
た
り

ま
す
。
し
か
し
近

年
、
人
口
減
少
や

節
水
意
識
の
浸

透
、
節
水
機
器
の

普
及
な
ど
に
よ

り
、
給
水
量
は
前

年
度
比
で
約
２
億
㎥
減
少
し
て

い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
よ
り
経
営

さ
れ
る
水
道

事
業
は
、
公

営
企
業
と
し

て
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
て
運

営
さ
れ
、
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
給
水
量
が
減
る
と
い
う

こ
と
は
、
収
入
が
減
る
と
い
う
こ

と
。一
方
で
、老
朽
化
し
た

施
設
・
管
路
の
更
新
や
耐

震
性
の
強
化
な
ど
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
資
金
的
に
厳
し
い

事
業
体
が
多
く
、
財
源
を

ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
水
道
事
業

株式会社協友取締役保険部長

松明
� � � �

淳
���

経済学部経営学科
昭和49年度卒・7期生

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変

驚
く
と
と
も
に
、
頼
も
し

く
感
じ
ま
し
た
。
以
来
、

様
々
な
形
で
ご
支
援
い
た

だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て

い
ま
す
。
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
中
の
水
道
事

情
に
も
詳
し
い
松
明
さ
ん

で
す
が
、
そ
の
原
点
は
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
立
ち
上

げ
初
代
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た

パ
ワ
ー
に
あ
る
よ
う
で
す
。

松
明
さ
ん
の
お

話
に
あ
る
よ
う

に
、
我
が
国
の
水

道
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ど
こ
で
も
水
道
の
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
飲
料
水
が
出
て
く
る

こ
と
が
当
た
り
前
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

可
能
と
し
た
の
は
高
度

な
技
術
開
発
と
巨
額
の

資
金
投
入
で
し
た
。「
形

あ
る
も
の
は
壊
れ
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

長
年
、
日
本
水
道
協
会
で
日
本

の
水
道
界
を
牽
引
さ
れ
て
き
た

本
学
Ｏ
Ｂ
の
松
明
さ
ん
が
、
昨

年
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
た
と
お
聞
き
し
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
20
年
以
上
前

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
国
水
道

研
究
発
表
会
の
懇
親
会
で
「
私
も

北
海
学
園
大
学
の
出
身
で
す
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
道
協
会
で
本
学
Ｏ
Ｂ
が
活
躍

工学部教授

余湖
� �

典昭
� � � � このままでは危ない水道事業

技
術・経
営
両
面
か
ら

収
入
減
対
策
が
急
務

２
０
１
５
年
９
月
か
ら
１
年

間
、
わ
た
し
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
大
学
に
て
在
外
研
修
を

折
し
も
、
わ
た
し
の
滞
在
は
ド

イ
ツ
に
難
民
が
押
し
寄
せ
た
時

期
と
重
な
り
ま
し
た
。「
も
し
緊

急
事
態
に
（
難
民
に
）
優
し
い
顔

を
見
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た

ち
が
謝
罪
を
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
ん
な
国
は

私
の
国
で
は
な
い
」、
こ
の
メ
ル

ケ
ル
首
相
の
言
葉
は
、
間
違
い
な

く
多
く
の
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ

リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
や
ケ
ル

ン
の
集
団
暴
行
事
件
を
受
け
、
こ

の
言
葉
か
ら
勢
い
を
得
た
の
は
、

皮
肉
に
も
右
派

の
政
党
や
市
民

団
体
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な

政
治
の
動
向
に

注
視
し
つ
つ
、わ

た
し
は
法
哲

学
・
法
思
想
史

の
研
究
に
励
み
ま
し
た
。
研
究
の

合
間
に
は
街
へ
出
か
け
、
生
の
ド

イ
ツ
文
化
と
言

葉
に
触
れ
る
こ

と
も
楽
し
み
ま

し
た
。
疲
れ
た

と
き
は
、
黒
い
森
へ
連
な
る
街
の

「
裏
山
」に
向
か
い
、
展
望
台
か
ら

大
聖
堂
を
中
心
と
す
る
街
並
み

を
眺
め
ま
し
た
。
た
だ
、
市
内
に

暮
ら
す
約
４
０
０
人
の
日
本
人

と
の
交
流
を
求
め
る
こ
と
は
無

か
っ
た
で
す
。
す
る
と
、
そ
の
た

め
か
日
本
語
を
話
そ
う
と
し
て

も
口
の
動
き
が
鈍
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
語

行
い
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

は
、
１
４
５
７
年
に
創
立
さ
れ
た

ド
イ
ツ
で
５
番
目
に
古
い
大
学

を
擁
す
る
古
典
的
な
大
学
街
で

す
が
、
近
年
は
、
環
境
都
市
と
し

て
世
界
中
か
ら
視
察
に
訪
れ
る

人
が
絶
え
な
い
街
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
理
的
に
は
ド
イ

ツ
の
南
西
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
更
に
南
西
に

位
置
し
、
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と

の
国
境
に
も
接
し
た
、
黒
い
森
へ

の
観
光
拠
点
で
す
。
ま

た
、
５
系
統
の
市
電
が

走
り
抜
け
る
２
つ

の
門
と
大
聖
堂
、

石
畳
の
脇
を
流
れ
る
水
路
が
、

こ
の
街
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

が
わ
か
ら
な
い
の
で
英
語
で
話

そ
う
と
し
て
も
、
脳
の
ス
イ
ッ
チ

を
上
手
く
切
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
言
語
の
迷
子
に

な
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
を
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

せ
っ
か
く
身
に
付
い
た
僅
か
な

ド
イ
ツ
語
さ
え
流
れ
出
て
い
く

今
日
此
の
頃
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の

日
々
が
遠
の
く
の
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積

め
た
の
は
、
何
よ
り
も
教
職
員
や

学
生
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
さ
ま
よ
り
快
く
長
期
の
在

外
研
修
に
送
り
出
し
て
い
た
だ

い
た
お
陰
様
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
聖
堂
の
鐘
が
鳴
る
、

黒
い
森
の
麓
を
流
れ
る
空
気
と
時
間

法
学
部
教
授

（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
 国
家
学
・

法
哲
学
研
究
所
客
員
研
究
員
）

菅
原

�
�
�
�

寧
格

�
�
�
�

ド
イ
ツ

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学

▲黒い森

シュヴァーベン門と市電

市庁舎裏の路地

２
０
１
５
年
９
月
に
交
流
協

定
を
締
結
し
た
学
校
法
人
北
海

学
園
（
北
海
学
園
大
学
、
北
海
商

科
大
学
）
と
モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育

大
学
と
の
学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
モ
ン
ゴ
ル
と

北
海
道
と
の
共
創

─
交
流
拡
大
の
可

能
性
を
探
る
」
が

12
月
５
日
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育

大
学
の
牧
原
理
事
長
ら
を
お
招

き
し
、
本
学
Ｄ
20
番
教
室
で
開
催

さ
れ
た
。
ト
ム

ル
オ
チ
ル
学
長

の
基
調
講
演
の

他
に
４
つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
と
北
海
道
は
、
農
畜

産
業
、
寒
冷
地
住
居
・
建
設
、
物

流
な
ど
の
分
野
で
共
通
す
る
特

徴
や
課
題
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
各
分
野
か
ら
経
済
・
文

化
等
の
交
流
拡
大
の
た
め
の
方

策
を
考
え
た
。

▼
基
調
講
演
：

「
酪
農
、
農
業
に
お
け
る
エ
コ
食

品
生
産
の
モ
ン
ゴ
ル
と
北
海
道

の
共
同
事
業
の
重
要
性
」

モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育
大
学

Ｓ
 ト
ム
ル
オ
チ
ル
学
長

モ
ン
ゴ
ル
の
酪
農
業
や
農
業

の
現
状
と
今
後
の
目
標
、
さ
ら
に

出
資
法
や
企
業
所
得
税
法
な
ど

を
解
説
し
た
。

環
境
省
主
催
の
地
球
温
暖
化

防
止
セ
ミ
ナ
ー「
伝
え
よ
う
！
 地

球
温
暖
化
」が
12
月
16
日
、
本
学

60
番
教
室
で
開
催
さ
れ

た
。共
催
は
読
売
新
聞
社
、

時
事
通
信
社
、
本
学
開
発

研
究
所
。

最
初
に
「
北
海
道
の
魚

は
ブ
リ
？
─
地
球
温
暖
化

に
よ
る
水
産
物
へ
の
影

響
」
と
題
し
た
本
学
経
済

学
部
・
古
林
英
一
教
授
が

講
演
。
標
津
町
の
サ
ケ
漁

な
ど
地
域
経
済
を
支
え
る

漁
業
の
現
状
を
説
明
し
、

「
温
暖
化
に
よ
る
魚
種
や

漁
獲
量
の
変
化
は
地
域
の
水
産

業
を
構
造
的
に
変
え
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
次
に
、
北

海
道
文
化
放
送
「
み
ん
な
の

テ
レ
ビ
」
気
象
キ
ャ
ス
タ

ー
・
菅
井
貴
子
氏
が
「
近

年
、
異
常
気
象
だ
と
思
う
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
地
域
や

国
、
世
界
レ
ベ
ル
で
地
球
温

暖
化
を
考
る
こ
と
が
必
要
」

な
ど
、
毎
日
の
天
気
予
報
を

伝
え
る
立
場
か
ら
話
し
た
。

次
に
時
事
通
信
社
解
説
委

員
・
中
川
和
之
氏
が
、
地
球

温
暖
化
の
要
因
は
化
石
燃

料
を
燃
や
す
な
ど
人
間
活

動
の
影
響
が
き
わ
め
て
高
い
こ

と
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
変
わ
る

気
候
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

最
後
は
３
氏
と
来
場
者
で
温

暖
化
防
止
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

古
林
教
授
は
「
自
分
で
考
え
て
行

動
し
て
ほ
し
い
」、
菅
井
氏
は

「〝
知
る
〟こ
と
が
大
事
」、
中
川
氏

は
「
み
ん
な
で
考
え
て
行
動
し
て

い
け
ば
変
わ
る
」と
呼
び
か
け
た
。

左から時事通信社解説委員・中川和之氏、経
済学部・古林英一教授、北海道文化放送「み
んなのテレビ」気象キャスター・菅井貴子氏

学
校
法
人
北
海
学
園
と
モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育
大
学

学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

フライブルクの街並み

基調講演を行うモンゴル文化教育大学
S.トムルオチル学長（右）「伝えよう！地球温暖化」

みんなで学んで、みんなで行動!!

▼
札
幌
国
税
局
講
演
会

「
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
と
税
務
行
政
」

「
税
の
意
義
と
国
税
庁
の
仕
事
」

▼
札
幌
市
北
川
憲
司
氏
講
演
会

「
こ
の
ま
ち
の
た
め
に
働
く
」

法
学
部（
行
政
法
）

モ
ン
ゴ
ル
と
北
海
道
と
の
共
創

─
交
流
拡
大
の
可
能
性
を
探
る
─

現
場
の
生
の
声
学
生
に
刺
激

北川憲司氏
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感謝状を手にする若井清氏（左）

本
書
は
、
司
法
試
験
受
験
雑

誌
『
受
験
新
報
』
に
連
載
し
た
同

名
の
小
文
を
、「
な
ら
ば
」
と
い

う
言
葉
を
中
心
に
ま
と
め
加
筆

し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
改
訂

第
２
版
で
は
担
当
科
目
「
論
理

学
」
の
答
案
や
ゼ
ミ
で
行
っ
た

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
材
料
に
、「
わ
か

り
に
く
さ
」
を
少
し
で
も
減
ら

し
て
、
論
理
の
話
が
苦
手
な
方

の
自
学
自
習
に
役
立
つ
よ
う
工

夫
し
た
つ
も
り
で
す
。

「
論
理
」
の
「
論
」
は
言
葉
の

集
ま
り
、「
理
」
は
筋
目
も
し
く

は
筋
目
を
つ
け
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
た
と
え
ば「
理
髪
店
」（
古

い
で
す
ね
）
の
「
理
髪
」
は
、
ク

シ
ャ
ク
シ
ャ
の
髪
に
ク
シ
を
入

れ
、
き
れ
い
に
筋
目
を
つ
け
て

整
え
る
こ
と
で
す
。
と
す
る
と
、

「
論
理
的
思
考
」
と
は
、
言
葉
の

集
ま
り
の
筋
目
に
気
を
つ
け
、

筋
道
（
つ
な
が
り
）
を
意
識
し
て

考
え
る
こ
と
、
と
で
も
言
え
ば

よ
い
で
し
ょ
う
。

思
考
の
ほ
と
ん
ど
は
実
は
論

理
的
で
す
。「
32
番
教
室
で
授
業

を
受
け
た
。だ
か
ら
、32
番
教
室

は
存
在
し
な
い
」
と
い
っ
た
非

論
理
的
な
事
柄
を
考
え
る
ほ
う

が
む
ず
か
し
い
の
で
す
。
そ
れ

な
の
に
「
論
理
的
に
！
」
と
し
き

り
に
言
わ
れ
る
の
は
、
言
い
た

い
こ
と
の
「
筋
道
（
つ
な
が
り
）」

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相

手
に
つ
か
ん

で
も
ら
う
よ

う
に
努
め
る

の
を
つ
い
忘

れ
て
し
ま
う

か
ら
で
し
ょ

う
。自
分
の
頭

の
中
で
は
つ

な
が
り
が
あ
り
、
他
人
に
は
わ

か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

わ
な
い
た
め
、「
言
葉
の
ま
と
ま

り
の
筋
目
」
を
省
略
し
て
し
ま

う
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。幼

い
こ
ろ
、
電
池
と
豆
電
球

を
つ
な
ぐ
理
科
の
実
験
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
論
理
は
電

池
と
豆
電
球
を
つ
な
ぐ
回
路
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
本
書
の
表

紙
に
は
豆
電
球
の
絵
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
豆
電
球
が

ピ
カ
ッ
と
光
る
と
き
、
私
た
ち

は
腑
に
落
ち
ま
す
。

日
々
、
膨
大
な
量
の
入
力
が

あ
る
配
線
を
整
理
整
頓
し
、
自

分
の
言
葉
の
ま
と

ま
り
を
他
人
の
目

で
な
が
め
、
回
路
の

つ
な
が
り
を
示
し
な
が
ら
出
力

を
し
た
い
も
の
で
す
。
電
球
を

う
ま
く
光
ら
せ
る
た
め
に
意
識

し
て
も
ら
い
た
い
「
論
理
の
言

葉
」
の
う
ち
最
強
の
「
な
ら
ば
」

を
考
察
し
た
の
が
本
書
で
す
。

思
考
の
ほ
う
に
少
し
重
点
を

置
い
た
『
論
理
的
思
考
の
技
法

Ⅱ
～
三
段
論
法
と
誤
謬
』
と
あ

わ
せ
て
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

『論理的思考の技法Ⅰ
─「ならば」をめぐって』（第2版）

法学書院 2013年

を

鈴木 美佐子法学部教授

自著自著自著自著
語る語る語る 8

すず き み こさ

「
節
目
」と「
筋
道
」を
わ
か
り
や
す
く

本
学
で
受
入
れ
た
海
外
交
換

教
員
と
35
年
以
上
に
亘
り
交
流

を
続
け
て
き
た
若
井
清
氏
（
豊
平

区
）
へ
深
い
謝
意
を
表
し
、
12
月

21
日
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
感

謝
状
文
面
は
以
下
の
通
り
。

「
あ
な
た
は
国
際
交
流
事
業
に

深
い
ご
理
解
の
も
と
海
外
の
交

流
協
定
校
か
ら
本
学
に
派
遣
さ

れ
た
数
多
く
の
交
換
教
員
に
た

い
し
て
永
年
に
亘
り
親
身
に
お

世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

こ
こ
に
本
学
は
こ
れ
ま
で
の
ご

高
配
に
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
」

長
年
の
異
文
化
交
流

若
井
 清
氏
へ
感
謝
状

識
・
行
動
）、
④
行
動
計
画（
今
後

の
行
動
を
具
体
化
）
に
つ
い
て
の

分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
読
む
こ
と
で
客
観
的
に
自

ら
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
の
成
長

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を

起
こ
す
必
要
が
あ
る
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
期
間
は
在
学
生
ガ
イ
ダ

ン
ス
期
間
中
の
３
月
28
日
（
１
部

経
済
・
経
営
・
法
・
人
文
学
部
）

と
29
日
（
工
学
部
と
２
部
経
済
・

経
営
・
法
・
人
文
学
部
）
で
す
。

ま
た
、『
個
人
分
析
報
告
書
』
返

却
後
の
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活

を
振
り
返
り
つ
つ
自
ら
の
考
え

で
行
動
す
る
き
っ
か
け
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

習
を
開
催
し
ま

す
。

な
お
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

「
大
学
生
基
礎
力
レ
ポ
ー
ト
」
は

３
年
次
で
受
検
す
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
デ
ー
タ
連
携
が
行
わ

れ
る
の
で
、
３
年
次
に
は
経
年
変

化
に
基
づ
い
た
よ
り
精
度
の
高

い
分
析
結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
ま
す
。

北
海
学
園
大
学
で
は
、
昨
年
度

か
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
２
年
生
向
け

に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（
学
習

到
達
度
調
査
）「
大
学
生
基
礎
力

レ
ポ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
70
大

学
、
約
４
万
人
の
大
学
生
が
受
検

し
て
い
る
も
の
で
、
本
学
で
も
昨

年
、
２
年
生
の

80
％
、
約
１
６

０
０
人
が
受
検

し
ま
し
た
。

一
人
一
人
に
後
日
返
却
さ
れ

る『
個
人
分
析
報
告
書
』で
は
、
①

大
学
生
活
（
今
ま
で
の
行
動
や
経

験
の
振
り
返
り
）、
②
社
会
で
求

め
ら
れ
る
力
（
ど
の
よ
う
な
経
験

を
い
つ
積
む
必
要
が
あ
る
か
）、

③
将
来
の
進
路
（
進
路
適
性
・
職

業
分
野
志
向
、
今
後
必
要
な
意

い
た
花
器
や
陣
笠
形
の
ラ
ン
プ

な
ど
は
、
当
時
の
作
家
の
日
本
へ

の
傾
倒
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

今
夏
に
は
こ
れ
ら
２
館
に
加

え
、
同
じ
エ
リ
ア
に
あ
る
昭
和
２

年
築
の
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店

と
、
大
正
12
年
築
で
小
樽
市
指
定

歴
史
的
建
造
物
の
旧
北
海
道
拓

殖
銀
行
小
樽
支
店
が
オ
ー
プ
ン

予
定
。
当
初
、
旧
三
井
銀
行
小
樽

支
店
は
日
本
近
代
絵
画
美
術
館

に
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、「
素
晴

ら
し
い
建
築
そ
の
も
の
を
ご
覧

い
た
だ
く
ス
ペ
ー
ス
に
」（
天
池

氏
）
変
更
さ
れ
た
。

小
樽
の
文
化
遺
産
を
活
用
し

た
芸
術
村
の
本
格
オ
ー
プ
ン
は
、

時
代
と
芸
術
と
い
う
２
つ
の
切

り
口
か
ら
小
樽
の
魅
力
を
捉
え

直
す
ま
た
と
な
い
機
会
に
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。

平
成
26
年
に
締
結
し
た
国
立

大
学
法
人
小
樽
商
科
大
学
と
学

校
法
人
北
海
学
園
と
の
「
合
同
Ｓ

Ｄ
研
修
覚
書
」
に
基
づ
き
平
成
28

年
12
月
13
日（
火
）、本
学
か
ら
小

樽
商
大
へ
、
事
務
部
庶
務
課
学

術
・
国
際
交
流
係
の
職
員
２
名

（
高
橋
係
長
・
熊
谷
書
記
）
を
派

行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
１
月
24
日

（
火
）に
は
、
小
樽
商
科
大
学
の
企

画
戦
略
課
か
ら
職
員
２
名
（
髙
玉

課
長
代
理
・
飯
名
教
育
・
組
織

戦
略
係
）
が
本
学
に
訪
れ
研
修
を

行
っ
た
。

午
前
中
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
写
真
）
に
始
ま
り
、
①
「
Ｉ

Ｒ
機
能
」
に
つ
い
て
、
②
「
地
域

に
根
差
し
た
大
学
教
育
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
午
後
か
ら
は
、

①
「
自
己
点
検
・
評
価
を
継
続

的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
体
制
」

に
つ
い
て
、
担
当
者
が
説
明
し
、

質
疑
応
答
な
ら
び
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
研
修
終
了
後
、
１
時

間
ほ
ど
施
設
見
学
を
行
っ
た
。

設
置
形
態
が
違
う
２
つ
の
大

学
で
は
あ
る
が
、
事
務
研
修
を
通

し
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
は
両

大
学
の
職
員
に
と
っ
て
役
立
つ

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

両
大
学
に
お
け
る
職
員
交
流
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

遣
し
事
務

研
修
が
行

わ
れ
た
。

今
回
は
「
国
際
交
流
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
午
前
の
部
で
は
、
両
大
学
に

お
け
る
教
員
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

制
度
、
教
員
の
海
外
で
の
研
究
発

表
に
関
す
る
取
扱
い
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
午
後
の
部

で
は
、
学
生
留
学
時
の
危
機
管
理

体
制
に
関
し
て
質
疑
応
答
を
し

た
後
、
小
樽
商
科
大
学
内
に
あ
る

国
際
交
流
関
係
施
設
の
見
学
を左から小樽商大職員（2人）、木村勝照事務部長

２
階
建
。
小
屋
組
は
梁
を
二
重
に

架
け
２
本
の
束
を
陸
梁
の
中
央

付
近
で
左
右
対
称
に
立
て
る
ク

イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
（
対
束
小

屋
組
）
と
呼
ば
れ
る
洋
風
の
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

作
品
は
間
近
で
鑑

賞
で
き
、「
神
と
イ

ギ
リ
ス
の
栄
光
」

（
１
９
１
９
年
頃
）

な
ど
吹
き
抜
け
に
展
示
さ
れ
て

い
る
は
作
品
群
は
圧
巻
だ
。

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
グ
ラ

ス
館
で
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
や

ド
ー
ム
兄
弟
、
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

や
ワ
ル
タ
ー
ら
の
名
品
を
展
示

し
て
い
る
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

ー
は
、
浮
世
絵
等
、
日
本
美
術
に

刺
激
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

広
ま
っ
た
芸
術
運
動
。
形
や
モ
チ

ー
フ
に
動
植
物
を
よ
く
用
い
る

こ
と
が
特
徴
で
、
金
魚
や
菊
を
描

小
樽
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
、
石
炭
の
積
み
出
し
港

や
貿
易
港
、
ニ
シ
ン
漁
の
拠
点
と

し
て
繁
栄
し
、「
北
の
ウ
ォ
ー
ル

街
」
と
呼
ば
れ
る
金
融
の
一
大
拠

点
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
栄
華
を
今

に
伝
え
る
の
が
、
小
樽
市
指
定
歴

史
的
建
造
物
な
ど
の
往
時
の
建

物
群
だ
。

昨
年
７
月
23
日
、
イ
ン
テ
リ

ア
・
家
具
小
売
業
大
手
の
株
式

会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
〈
似
鳥
昭
雄
代
表
取
締
役
会
長

（
経
済
学
部
昭
和
40
年
度
卒
・
13

期
生
）〉
が
、
そ
の
歴
史
的
建
造
物

を
活
用
し
て
「
ニ
ト
リ
小
樽
芸
術

村
」
を
開
設
し
た
。
同
芸
術
村
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
中
健

氏
と
、
支
配
人
の
天
池
風
太
氏
に

案
内
し
て
頂
い
た
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
大

正
12
年
築
の
旧
高
橋
倉
庫
を
活

用
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術

館
と
、
昭
和
10
年
築
の
旧
荒
田
商

会
の
建
物
を
活
用
し
た
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
グ
ラ
ス
館
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
に

は
、19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
教
会

の
窓
を
飾
っ
て
い
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
約
１
４
０
点
を
展
示
。
ア

ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
グ
ラ
ス
館

に
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

一
世
を
風
靡
し
た
作
家
の
照
明

器
具
や
ガ
ラ
ス
器
約
１
０
０
点

を
展
示
し
て
い
る
。「
小
樽
の
隆

盛
期
は
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀

初
頭
に
か
け
て
。
ま
さ
に
、
そ
の

同
時
代
の
美
術
工
芸
品
を
小
樽

の
歴
史
的
建
造
物
で
展
示
し
て

い
る
こ
と
が
当
芸
術
村
の
大
き

な
特
徴
で
あ
り
、
意
義
で
も
あ
り

ま
す
」と
田
中
氏
は
語
る
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
多
く
は

キ
リ
ス
ト
や
聖
人
な
ど
聖
書
の

物
語
を
描
い
た
作
品
だ
が
、
第
一

次
世
界
大
戦
の
勝
利
記
念
や
戦

死
者
を
追
悼
し
た
作
品
な
ど
当

時
の
情
勢
を
表
す
貴
重
な
作
品

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
物
は
、
大
豆
を
収
め
る
倉
庫

と
し
て
建
て
ら
れ
た
木
骨
石
造

文化遺産
たずねてを

ニトリ小樽芸術村
ステンドグラス美術館

アール・ヌーヴォーグラス館
［小樽市色内1丁目2-17］

歴
史
的
建
造
物
が
幻
想
的
な
空
間
に

ステンドグラス美術館（旧高橋倉庫）（写真左）と
アール・ヌーヴォーグラス館（旧荒田商会）

個
人
分
析
今
後
の
参
考
に

▲ステンドグラス美術館にはキリストや聖
人を描いた作品など約140点を展示。貴重な
作品を間近で見ることができる
◀「神とイギリスの栄光」（1919年頃・イギ
リス）第一次世界大戦の戦勝記念と戦没者
追悼の意味を込めてつくられた作品

▲旧三井銀行1階の金庫
◀同建物2階の会議室。絹の壁紙
やカーテンも建設当時のまま

「最後の晩餐」（1901年頃・イギリス）
聖書の中でも劇的で象徴的な場面

左からニトリ小樽芸術村総合プロデューサー・田中健氏、
木村学長、同支配人・天池風太氏

アール・ヌーヴォーグラス館の中央に展示されているランプ。幻想的な世
界が広がる

エミール・ガレの作品。この他、照明器具やガラス器約100点を展示

今夏オープン予定の旧三井銀行小樽支店内部

小
樽
商
大
と
S
D
合
同
研
修

職
員
交
流
の
充
実
図
る

小
樽
隆
盛
期
と
同
時
期
の
芸
術
作
品
を
展
示

新
2
年
生
対
象
に
実
施

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト「
大
学
生
基
礎
力
レ
ポ
ー
ト
」
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別
海
の
四
季

別
海
の
四
季

春 114

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
、
現

在
の
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
（
札
幌
市

中
央
区
南
26
条
西
11
丁
目
１
─

１
）
の
場
所
に
北
海
短
期
大
学
土

木
科
が
開
設
さ
れ
た
。
工
学
部
は

こ
れ
を
母
体
と
し
、
１
９
６
８

（
昭
和
43
）年
、
寒
冷
積
雪
地
域
で

あ
る
北
海
道
の
開
発
・
発
展
の
た

め
に
寒
冷
地
工
学
の
研
究
・
教
育

を
目
的
と
し
て
、
土
木
工
学
科
と

建
築
学
科
の
２
学
科
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
そ
の
後
、
約
半
世
紀
の

間
に
電
子
情
報
工
学
科
と
生
命

工
学
科
を
設
置
し
、
現
在
の
４
学

科
体
制
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
経

済
学
部
に
つ
い
で
２
番
目
に
古

い
歴
史
が
あ
る
。

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数

（
２
～
４
年
生
）
は
９
４
０
名
（
男

子
８
３
３
名
、
女
子
１
０
７
名
）、

大
学
院
生
９
名
、
敷
地
面
積
１
６

５
６
１
㎡
。
小
規
模
大
学
と
同
等

の
規
模
と
い
え
る
。
１
～
３
号

館
、
１
～
３
号
棟
、
実
験
実
習
棟
、

課
外
活
動
・
厚
生
施
設
棟
の
８
つ

の
建
物
で
構
成
さ
れ
、
15
の
教
室

と
32
の
演
習
室
、50
の
実
験
実
習

室
が
あ
る
。

事
務
の
業
務
範
囲
は
広
く
、
教

務
、
福
利
厚
生
や
奨
学
金
等
の
業

務
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
庶
務
・
会

計
、
医
務
室
、
図
書
館
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
施
設
・
設
備
の
維
持
・

管
理
な
ど
、
入
試
業
務
以
外
の
ほ

ぼ
全
般
を
行
っ
て
い
る
。

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
２
年
生

か
ら
４
年
生
の
専
門
科
目
を
学

修
す
る
た
め
の
専
用
キ
ャ
ン
パ

ス
。
片
野
景
祐
工
学
部
係
長
は

「
時
期
に
よ
っ
て
、
建
築
学
科
の

学
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

た
り
、
電
子
情
報
工
学
科
の
学
生

が
ロ
ボ
ッ
ト
を
走
ら
せ
て
い
た

り
、
社
会
環
境
工
学
科
の
学
生
が

測
量
実
習
を
行
っ
て
い
た
り
と

い
う
光
景
が
み
ら
れ
る
の
は
山

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
で
す
」

と
語
る
。

工
学
部
で
は
４
年
次
に
卒
業

研
究
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生

と
学
生
の
距
離
が
近
い
こ
と
も

大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
で
も

あ
る
。

さ
ら
に
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
は
こ
れ
ま
で
に
約
一
万
人
の

卒
業
生
を
輩
出
し
、
卒
業
生
は
道

内
外
で
活
躍
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
設
計
事
務
所
や
建
設
会
社
な

ど
現
役
で
働
い
て
い
る
卒
業
生

た
ち
が
、
実
務
家
の
非
常
勤
講
師

と
し
て
後
輩
た
ち
を
教
え
て
い

る
。
平
成
29
年
度
は
、
全
非
常
勤

講
師
の
約
２
割
に
あ
た
る
27
名

が
教
壇
に
立
つ
予
定
だ
。

山
鼻
の
行
事
と
し
て
は
、
７
月

下
旬
に
「
実
験
生
物
に
感
謝
す
る

日
」
を
設
け
、
実

験
・
実
習
に
供
さ

れ
た
実
験
生
物
に

対
す
る
慰
霊
と
感

謝
の
意
を
表
す
る

行
事
を
執
り
行
っ

て
い
る
。８
月
上
旬

に
は
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
と
体
験

学
習
、
10
月
に
工

学
祭
、
10
月
下
旬

に
保
護
者
懇
談
会

を
実
施
。キ
ャ
リ
ア

支
援
も
豊
平
と
連

携
し
な
が
ら
、工
学

部
生
用
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
学
部
サ
ー
ク
ル
が
約

20
団
体
あ
り
、
課
外
活
動
・
厚
生

施
設
棟
の
２
階
に
部
室
が
あ
る
。

電
子
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
な
ど
、
工

学
部
ら
し
い
団
体
も
活
動
し
て

い
る
。

実
は
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
交

部局

紹介
山鼻キャンパス

7

通
の
便
が
非
常
に
い
い
。
校
舎
前

と
す
ぐ
横
に
、
じ
ょ
う
て
つ
バ
ス

の
「
北
海
学
園
大
工
学
部
前
」
停

留
所
が
あ
り
、
札
幌
駅
に
向
か
う

バ
ス
は
平
日
２
０
７
本
、
ほ
ぼ
５

分
お
き
に
停
車
す
る
。
地
下
鉄

「
西
11
丁
目
駅
」
ま
で
は
約
９
分

で
、
乗
り
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。

す
ぐ
裏
に
は
藻
岩
山
が
あ
り
、
四

季
折
々
の
景
色
を
間
近
に
見
な

が
ら
通
学
。
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、

授
業
の
初
め
と
終
わ
り
に
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
の
も
情
緒
が
あ
る
。

片
野
係
長
は
「
山
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
各
学
科
の
実
験
実
習
の
施

設
を
備
え
、
じ
っ
く
り
勉
強
で
き

る
す
ば
ら
し
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
に
来
て

ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
る
。

寒
い
な
あ
し
ん
ど
い
な
あ
、
と

口
ず
さ
み
な
が
ら
冬
を
過
ご
し

て
い
く
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
日

没
の
時
間
が
遅
く
な
り
、
昼
の
気

温
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
木
の
周

り
と
黒
い
土
が
見
え
た
と
こ
ろ

か
ら
順
番
に
雪
が
溶
け
は
じ
め

た
ら
、
よ
う
や
く
、
長
い
冬
が
終

わ
っ
て
く
れ
る
。
真
冬
の
寒
さ
に

身
構
え
続
け
て
い

た
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
反
動
な
の

か
、
妙
に
体
が
重

く
疲
れ
を
感
じ

る
。
真
冬
に
は
無
縁
だ
っ
た
風
邪

を
も
ら
い
や
す
い
時
期
で
も
あ

る
の
で
、
油
断
は
禁
物
だ
。

た
だ
、
こ
こ
道
東
で
は
、
あ
く

ま
で
冬
が
終
わ
っ
た
と
い
う
だ

け
の
話
だ
。
本
当
の
春
が
来
て
く

れ
る
の
は
ま
だ
も
う
少
し
先
の

こ
と
。
ど
れ
だ
け
気
温
が
上
が
っ

て
も
、
若
葉
が
芽
吹
き
始
め
た
と

し
て
も
、
ま
だ
安
心
は
で
き
な

い
。
思
い
出
し
た
よ
う
に
雪
は
降

る
し
、
冬
用
の
作
業
着
も
手
放
せ

な
い
。

さ
て
今
年
の
大
型
連
休
は
ど

こ
に
行
こ
う
か
、
な
ど
と
浮
か
れ

て
い
て
も
、
天
気
は
本
当
に
容
赦

が
な
い
。
道
東
で
は
数
年
に
一

度
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
真

っ
最
中
に
吹
雪
が
や
っ
て
く
る
。

何
か
の
比
喩
で
は
な
く
、
本
当

に
、
に
わ
か
に
空
は
か
き
曇
り
、

大
粒
の
雪
が
吹
き
付
け
て
く
る

の
だ
。
さ
す
が
に
冬
本
番
の
よ
う

に
何
セ
ン
チ
も
積
も
る
こ
と
は

な
い
が
、
連
休
で
浮
か
れ
た
気
分

は
台
無
し
だ
。
観
光
名
所
は
み
ん

な
一
年
で
一
番
の
か
き
入
れ
時

だ
ろ
う
に
、
何
だ
か
気
の
毒
に
も

な
っ
て
く
る
。

さ
て
、
根
室
地
方
の
桜
の
開
花

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
明

け
て
か
ら
に
な
る
。
勿
体
ぶ
っ
た

遅
咲
き
の
花
は
さ
ぞ
華
や
か
に
、

と
思
い
き
や
、
札
幌
の
円
山
公
園

の
よ
う
に
桜
の
花
が
み
っ
ち
り

と
連
な
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
風

景
と
は
ほ
ど
遠
い
。
寒
冷
か
つ
雪

の
少
な
い
こ
こ
の
気
候
で
は
、
桜

と
い
え
ば
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
ほ
と
ん
ど
育
っ
て
く
れ
な
い

の
だ
。
エ
ゾ
ヤ
マ
も
チ
シ
マ
も
花

の
密
度
は
若
干
低
く
、
お
ま
け
に

開
花
と
同
時
に
葉
が
出
て
く
る

た
め
、
樹
影
は
ど
う
し
て
も
地
味

に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
ま
ば
ら
に
咲
い
た

わ
が
家
の
庭
に
あ
る
チ
シ
マ
ザ

ク
ラ
か
ら
甘
い
香
り
が
漂
っ
て

く
る
と
、
ど
こ
か
自
然
と
心
が
浮

き
立
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
人
間
以

外
の
生
き
物
も
同
じ
の
よ
う
で
、

ミ
ツ
バ
チ
が
せ
わ
し
な
く
周
囲

を
飛
び
回
り
、
順
番
待
ち
を
し
な

が
ら
花
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
い

る
。

昨
年
は
開
花
し

て
か
ら
急
に
気
温

が
下
が
り
、
雪
さ

え
再
び
ち
ら
つ
い

て
い
た
せ
い
か
、

花
は
な
か
な
か
散
ら
な
か
っ
た
。

低
温
だ
と
昆
虫
の
活
動
が
鈍
く

な
っ
て
桜
の
花
も
受
粉
が
進
ま

ず
、
花
が
散
ら
な
い
の
だ
そ
う

だ
。
桜
の
花
を
長
く
楽
し
め
る
の

は
あ
り
が
た
い
が
、
虫
の
困
難
や

い
つ
ま
で
も
枝
に
張
り
つ
い
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
花
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
多
少
複
雑
な
気

持
ち
に
も
な
る
。

願
わ
く
は
今
年
は
う
ら
ら
か

で
温
か
な
春
を
。
毎
年
、
祈
る
よ

う
な
気
持
ち
で
い
る
。

春
来
た
り
な
ば

冬
ま
た
来
て
み
た
り

河
﨑
秋
子

【
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・

49
期
生
】

寒暖、一進一退の果てに咲く（提供：筆者）

工
学
部
専
用
で
設
備
も
充
実

ラ
ク
ロ
ス
部（
男
子
）

国
際
大
会
に
９
名
出
場

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

海
外
研
修
に
参
加

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

大田大学校
（韓国）

12
月
19
日
、学
園
会
館
大
会
議

室
に
お
い
て
本
学
学
生
部
と
北

海
商
科
大
学
の
共
同
開
催
で
教

去
る
２
月
13
日
、
本
学
協
定
校

で
あ
る
韓
国
・
大
田
大
学
校
か

ら
昨
年
４
月
よ
り
本
学
に
留
学

し
て
い
た
学
生
３
名
の
修
了
式

を
挙
行
し
た
。
皆
、
達
成
感
に
満

ち
た
表
情
で
修
了
証
書
を
手
に

し
、
木
村
学
長
か
ら
は
今
後
の
活

躍
に
対
す
る
期
待
と
、
日
韓
交
流

の
発
展
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

昨
年
、
創
設
40
周
年
を
迎
え

た
北
海
学
園
大
学
体
育
会
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
は
、
イ
ン
カ
レ
出

場
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
る
。

同
部
で
は
毎
年
、「
国
井
杯
争

奪
国
井
記
念
大
会
」
を

本
学
体
育
館
で
開
催

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

現
役
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
数
チ
ー
ム
が
リ
ー

グ
戦
を
行
う
交
流
戦
。

昨
年
４
月
で
27
回
を

数
え
た
。

実
は
こ
の
大
会
、
１

９
８
９
年
２
月
に
第

８
代
幹
部
の
国
井
良

哉
氏
（
経
済
学
部
経
営

学
科
昭
和
61
年
度

卒
・
19
期
生
）
が
不
慮
の
事
故

で
亡
く
な
り
、
一
周
忌
に
ご
両

親
か
ら
Ｏ
Ｂ
会「
北
凰
会
」へ
送

ら
れ
た
寄
付
金
に
よ
り
、「
創
部

15
周
年
並
び
に
北
凰
会
設
立

10
周
年
記
念
行
事
」
の
一
環
と

し
て
１
９
９
０
年
に
第
１
回
目

が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
回
は
Ｏ
Ｂ
･ａ（
初
代
～

第
５
代
15
名
）、
Ｏ
Ｂ
･ｂ（
第

６
代
～
第
９
代
11
名
）、Ｏ
Ｂ
･

ｃ
（
第
10
代
～
第
11
代
13
名
）

の
３
チ
ー
ム
と
、
現
役

２
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
記
念
行
事
の
お

知
ら
せ
書
面
に
、
北
凰

会
会
長
・
星
保
信
氏
は

「
彼
ほ
ど
現
役
中
、
卒
業

後
を
含
め
チ
ー
ム
の
こ

と
を
気
に
か
け
て
く
れ

て
い
た
人
は
い
な
か
っ

た
」と
綴
っ
て
い
る
。

故
人
の
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
へ
の
熱
い
思
い
と
ご

両
親
の
意
志
を
く
み
と
り
、「
国

井
杯
」は
、現
役
と
Ｏ
Ｂ
と
の
つ

な
が
り
、
Ｏ
Ｂ
同
士
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
大
切
な
行
事
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

ハンドボール国井杯
現役とOBの深い交流

様々な用件で訪れる学生すべて
に対応する事務室受付（2号館）

自由学習コーナー（1号館） 学生食堂と生協売店
（課外活動・厚生施設棟）

1号館ロビー 学生自習室（3号館）

山鼻キャンパス全景

工学部図書室（2号館）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

第
48
回
教
養
講
座

北
海
学
園
落
語
会

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
の

２
０
１
６
年
度
海
外
研
修
に

本
学
柔
道
部
の
奥
田
知
樹
さ

ん
（
経
済
学
部
地
域
経
済
学

科
４
年
）が
選
抜
さ
れ
、
２
月

14
日
か
ら
22
日
ま
で
の
日

程
で
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
で

行
わ
れ
た
研
修
に
参
加
し

た
。こ
れ
は
、柔
道
を
通
し
て

見
聞
を
広
め
、
国
際
性
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修

で
、
学
生
は
全
国
か
ら
各
階
級
の

選
手
15
名
、
学
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

１
人
、
役
員
３
名
が
参
加
し
た
。

昨
年
10
月
28
日
か
ら
30
日
ま

で
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
ラ
ク
ロ

ス
の
試
合
『
２
０
１
６

Hawaii 
Lacrosse 
Invita-

tional Tournam
ent』に
、
本

学
ラ
ク
ロ
ス
部（
男
子
）か
ら

９
名
が
北
海
道
地
区
男
子
ユ

ー
ス
選
抜
の
選
手
と
し
て
出

場
し
た
。

［
出
場
選
手
］
雪
野
智
靖
（
経
済

学
部
経
済
学
科
２
年
）、安
藤
寛

養
講
座
「
北
海
学
園
落
語
会
」
が

行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
学
生
た
ち
に
日
本

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
『
落
語
（
上

方
落
語
）』
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
た
。

一
人
目
は
、
帯
広
出
身
で
北
海

道
を
活
動
拠
点
と
し
て
い

る
桂
三
段
氏
。
二
人
目
は
、

お
笑
い
芸
人「
世
界
の
ナ
ベ

ア
ツ
」と
し
て
活
躍
し
５
年

前
に
落
語
家
に
転
身
し
た

桂
三
度
氏
。
ト
リ
は
、
多
く

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
に

出
演
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
に
も
出
演
し
て

役
者
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
落
語
家
の

桂
き
ん
枝
氏
。

会
場
（
定
員
１
５
０
名
）

は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
、多

く
の
学
生
や
教
職
員
が
落

語
を
楽
し
ん
だ
。

教
養
講
座
は
毎
年
、様
々

な
企
画
で
好
評
を
得
て
い

る
。

桂 きん枝氏 桂 三度氏 桂 三段氏

前列左から鄭 ハンナ（ジョン ハンナ）さん、李 基勲（イ
ギフン）さん、木村学長、張 榮玟（チャン ヨンミン）さん

都
（
経
済
学
部
経
済
学
科
２
年
）
 青

木
治
斗
（
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科

２
年
）、
佐
藤
洸
介（
経
済
学
部
地
域

経
済
学
科
２
年
）、
太
田
悠
翔（
経
営

学
部
経
営
学
科
２
年
）、
原
田
祐
作

（
法
学
部
法
律
学
科
２
年
）、
小

倉
滉
平
（
法
学
部
法
律
学
科
２

年
）、
豊
木
雄
大（
法
学
部
法
律

学
科
２
年
）、
桃
井
優
輔（
工
学

部
建
築
学
科
２
年
）

スポーツ通して見聞広める
試合後の記念撮影
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本
学
教
員
が
直
接
高
校
を
訪

問
し
て
講
義
を
実
践
す
る
出
前

講
義
や
高
大
連
携
授
業
が
平
成

28
年
度
も
実
施
さ
れ
、
派
遣
実
績

は
57
校
、
１
０
５
講
義
、
受
講
人

数
は
３
３
１
６
名
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
高
校
生
に
大
学
の
講
義
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
問

の
楽
し
さ
･面
白
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
進
路
決
定
や
将
来
勉
強
す

る
こ
と
に
な
る
専
門
分
野
の
知

識
、
情
報
の
取
得
に
も
役
立
つ
た

め
、毎
年
、多
数
の
高
校
か
ら
申
込

み
を
受
け
、
好
評
を
得
て
い
る
。

平
成
28
年
度
の
実
施
実
績
表

は
下
記
の
と
お
り
。

出
前
講
義
実
績

人
文
学
部
 田
中
綾
ゼ
ミ

ゼ
ミ
誌
完
成

平
成
28
年
度

経済学部 2016年度「地域研修」ゼミ・研修地・テーマ〈参加：22ゼミ  計307名〉

経営学部 2016年度「企業研修」派遣先・日程〈派遣先：12社・団体、参加：30名〉

札幌市･北見市
美幌町

札幌市

研修地ゼミ テーマ

内田和浩ゼミⅠ

大貝健二ゼミⅠ

大貝健二ゼミⅡ

川村雅則ゼミⅡ

川村雅則ゼミⅠ

奥田仁ゼミⅡ

佐藤信ゼミⅠ

佐藤信ゼミⅡ

浅妻裕ゼミⅠ・Ⅱ
2部浅妻裕ゼミⅠ

留萌市

帯広市･音更町･芽室町
中札内村･上士幌町
新潟県燕市
三条市

札幌市

函館市

枝幸町

石狩市

中囿桐代ゼミⅠ・Ⅱ ニセコ町 ニセコ町における産業振興と
人材育成

石狩市における自治体合併
10 年後の地域づくり

歌登地区の地域おこし協力隊
と観光の取り組み

新幹線開業を契機とした函館
地域経済の展望について

若年労働者の過重労働、過労
死問題

学生アルバイトをめぐる問題

新潟･燕の金属加工産業の現
状と課題（研磨を中心に）

農･食を軸とした十勝地域の産
業の実態と支援のあり方

留萌市の「三省堂書店を応援
し隊」とライフヒストリー

現場で学ぶ廃棄物処理の現代
的課題

外国人観光客誘致の実態調査：
旭山動物園
新幹線時代の道南･江差町の
「観光まちづくり」
陸別町における地域振興商品
開発とフェアトレード
イカを中心とした地域経済の
構造を理解する
日高地方における軽種馬の生
産・育成・流通
北海道開拓当初の囚人労働を
学ぶ

過疎地域のまちづくり

果樹産地の現状と農業による
地域活性化の可能性
地域ブランドを生かした余市
町の課題

沖縄の観光振興の現状と課題

仁木町
余市町
余市町
小樽市

沖縄県北谷町
那覇市･読谷村

浦河町・新ひだか町
様似町･日高町
月形町
当別町
厚沢部町
木古内町

研修地ゼミ テーマ
徐 涛ゼミⅠ・Ⅱ
2部徐 涛ゼミ 旭川市

江差町

陸別町

西村宣彦ゼミⅠ・Ⅱ

平野研ゼミⅠ・Ⅱ

古林英一ゼミⅠ 函館市

古林英一ゼミⅡ

水野邦彦ゼミⅠ・Ⅱ

水野谷武志
　　　　　ゼミⅠ・Ⅱ

宮入隆ゼミⅠ・Ⅱ

山田誠治ゼミⅠ

山田誠治ゼミⅡ

派遣先 実施研修日程
鶴雅リゾート 8/20～9/2
大原学園 8/17,19,20,24,26,28-30,9/2-3
キャリアバンク 8/29～9/9
ケイシイシイ

派遣先 実施研修日程
ソーゴー印刷 8/17～8/27
野口観光 9/6～9/19
パナソニック システムネットワークス
システムソリューションズジャパンカンパニー 北海道社 8/22～9/2
富士通エフ・オー・エム 8/24～9/6

派遣先 実施研修日程
プリプレス・センター 8/22～9/2
北海道中小企業家同友会 9/5～9/16
丸水 札幌中央水産 9/1-3,5-10,12
モロオ 8/16～8/269/1～9/14

第
48
回
全
道
ロ
シ
ア
語
弁
論

大
会
が
昨
年
11
月
26
日
、道
庁
赤

レ
ン
ガ
庁
舎
で
行
わ
れ
、
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
３
年
の
中
村

遥
さ
ん
が
Ａ
ク
ラ
ス
で
２
位
に

入
賞
し
た
。

Ａ
ク
ラ
ス
は
、
５
分
間
の
ス
ピ

ー
チ
と
簡
単
な
ロ
シ
ア
語
に
よ

る
質
疑
応
答
、
ロ
シ
ア
語
詩
の
暗

唱
朗
読
で
審
査
さ
れ
る
。

中
村
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の
テ

ー
マ
は「
書
道
の
パ
ワ
ー
」。
２
年

次
の
２
月
か
ら
約
２
カ
月
間
、
サ

ハ
リ
ン
大
学
へ
留

学
し
た
際
に
日
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
書
道
を
披
露
し
た
経
験
か
ら
、

お
互
い
の
文
化
を
知
る
こ
と
の

大
切
さ
を
話
し
た
。
詩
の
朗
読

は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー

ク
の
詩
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ

て
唄
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

い
ず
れ
も
、
寺
田
吉
孝
教
授
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
何
度
も
練
習

し
た
成
果
だ
。

ロ
シ
ア
語
を
始
め
た
の
は
２

年
次
か
ら
。
ま
っ
た
く
未
知
の
言

語
は
全
て
が
新
鮮
だ
っ
た
。
弁
論

大
会
へ
向
け
て
の
勉
強
も
さ
ら

な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
り
、

「
ロ
シ
ア
語
が
よ
り
楽
し
く
な
っ

た
」と
話
す
。

２
位
と
い
う
結
果
に
「
も
う
ち

ょ
っ
と
勉
強
す
れ
ば
１
位
が
見

え
た
か
も
」
と
悔
し
さ
も
の
ぞ
か

せ
な
が
ら
、「
６
歳
か
ら
大
学
１

年
ま
で
書
道
を
続
け
、
こ
う
い
う

形
で
活
か
せ
て
良
か
っ
た
」
と
充

実
の
表
情
で
語
っ
た
。

会
計
系
の
国
家
試
験
の
中
で

も
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
公
認
会

計
士
試
験
に
昨
年
11
月
、
本
学
経

営
学
部
経
営
情
報
学
科
３
年
の

笹
本
拓
実
さ
ん
が
見
事
合
格
し

た
。
願
書
提
出
者
数
１
０
２
５
６

人
、
最
終
合
格
者
１
１
０
８
人
、

合
格
率
10
・
８
％
と
い
う
難
関

だ
っ
た
。

大
学
に
入
る
ま
で
簿
記
も
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
笹
本
さ
ん

は
、
入
学
直
後
の
会
計
リ
テ
ラ
シ

ー
の
授
業
で
簿
記
に
興
味
を
持

ち
、
検
定
試
験
を
検
討
し
た
。「
会

計
の
仕
事
は
全
世
界
に
通
じ
る

も
の
で
、
資
格
が
あ
れ
ば
武
器
に

な
る
。
ど
う
せ
な
ら
公
認
会
計
士

を
目
指
そ
う
」
と
、
１
年
次
の
５

月
か
ら
専
門
学
校
の
大
原
に
も

通
っ
て
資
格
試
験
の
勉
強
を

始
め
た
。

２
年
次
の
12
月
に
１
次
試

験
（
短
答
式
・
４
科
目
）、
３

年
次
の
８
月
に
２
次
試
験

（
論
文
式
・
６
科
目
）
を
そ
れ

ぞ
れ
１
回
で
突
破
。
そ
こ
に

至
る
ま
で
地
道
な
努
力
を
続

け
た
。「
朝
８
時
に
大
原
に
行

き
、
大
学
の
授
業
が
あ
る
と

き
は
そ
こ
か
ら
大
学
へ
。
そ

認
会
計
士
と
な
れ
る
。

笹
本
さ
ん
は
日
本
の
４
大
監

査
法
人
の
一
つ
、
新
日
本
有
限
責

任
監
査
法
人
に
内
定
し
、
２
月
か

ら
監
査
法
人
の
研
修
が
始
ま
っ

た
。
卒
業
後
は
「
ま
ず
は
札
幌
で

バ
リ
バ
リ
働
き
、
将
来
は
札
幌
だ

け
で
は
な
く
東
京
で
の
仕
事
も

経
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

学
生
生
活
の
全
て
を
試
験
勉

強
に
捧
げ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
同
じ
道
を
目
指
す
後

輩
た
ち
に
は
「
と
に
か
く
（
勉
強

を
）
や
る
し
か
な
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
る
。

教
育
振
興
会
か
ら

学
修
奨
励
金
給
付

笹
本
さ
ん
に
対
し
て
教
育
振

興
会
か
ら
学
修
奨
励
金
が
給
付

と
な
り
２
月
３
日
、
経
営
学
部

長
・
石
嶋
芳
臣
教
授
、
今
村
聡
教

授
、
教
育
振
興
委
員
長
・
高
木
裕

之
教
授
、
事
務
部
長
、
大
学
院
事

務
部
長
同
席
の
下
、
木
村
学
長
か

ら
手
渡
さ
れ
た
。

し
て
ま
た
大
原
に
戻
っ
て
、
一
日

12
時
間
か
ら
16
時
間
勉
強
し
ま

し
た
」。

模
試
の
結
果
を
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
に
し
な
が
ら
、
そ
の
日
そ
の
日

で
勉
強
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

苦
手
科
目
も
克
服
。「
大
原
の
ロ

ッ
カ
ー
３
つ
分
が
教
材
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返

る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
た
の
は
「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
受

か
ら
な
い
と
意
味
が
な
い
。
絶
対

受
か
り
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持

ち
だ
っ
た
と
い
う
。

大
学
の
勉
強
と
の
相
乗
効
果

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
特
に
今
村
聡

教
授
の
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
財
務
会

計
や
原
価
計
算
は
試
験
勉
強
に

も
役
立
っ
た
。

公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し

た
後
は
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

と
、
実
務
補
習
を
受
け
て
修
了
考

査
の
試
験
に
合
格
し
、
晴
れ
て
公

公
認
会
計
士
試
験

本
学
初
の
現
役
合
格

経
営
学
部
３
年

笹
本
 拓
実

大
学
生
活
の
全
て
を
か
け
て
勉
強

公認会計士試験に合格した笹本拓実（経営
学部３年）（左）。学修奨励金授与式にて

弁論大会で書を見せながらスピーチする
中村遥（人文学部３年）

全
道
ロ
シ
ア
語
弁
論
大
会
2
位

人
文
学
部
３
年

中
村
 遥

11月9日、札幌国際情報高校で
内藤永経営学部教授の出前講義

月日（曜） 高校名 派遣教員 テーマ月日（曜） 高校名 派遣教員                                      テーマ
5 月 9 日㈪ 天塩高校 関谷浩行 100 円ショップの儲けのカラクリ

31 日㈫ 札幌英藍高校 平野　研 経済王に、俺はなる！～グランドライン編
31 日㈫ 札幌英藍高校 今野喜文 あなたはユニクロとしまむらの違いがわ

かりますか?!
31 日㈫ 札幌英藍高校 神元隆賢 SNS と刑法

6 月13 日㈪ 札幌西陵高校 関谷浩行 1 杯 650 円のラーメンは 1 日に何杯売れば
利益がでるか？

14 日㈫ 石狩南高校 佐藤大輔 経営学とは何か－経営学と経済学の違い
を知ろう

22 日㈬ 札幌南陵高校 石橋達勇 ハンドル形電動車いすが使われる空間に
ついて考えよう

23 日㈭ 浜頓別高校 赤石篤紀 「大事なおカネに関する常識 episode2」～
億万長者への道～

23 日㈭ 函館中部高校 吉田　充 目のつけどころで勝利しよう
24 日㈮ 苫小牧南高校 館田晶子 多数決で決められないこと
24 日㈮ 苫小牧南高校 大平義隆 『ソトもの、ワカもの、バカもの』が組織の

未来を開く
24 日㈮ 札幌創成高校 関谷浩行 100 円ショップの儲けのカラクリ
27 日㈪ 札幌厚別高校  山本健太郎 18 歳選挙権と海外の動向について
28 日㈫ 函館高校 田中昭憲 スポーツに必要な基礎的動作の能力アッ

プ法
28 日㈫ 札幌光星高校 今野喜文 コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!

7 月 9 日㈯ 夢ナビライブ(東京) 田中　綾 作家はみんな、「検閲」を受けていた
15 日㈮ 室蘭清水丘高校 館田晶子 多数決で決められないこと
15 日㈮ 北海高校 川村雅則 職業観に関わる講話会（現代社会におけ

る労働実態など）
19 日㈫ 北見柏陽高校 竹内　潔 細胞の話～ips 細胞と受精卵はどう違う

のか～
19 日㈫ 遠軽高校　　  増地あゆみ 「集団は賢いか」～体験ゲームを通じて考

える～
21 日㈭ 帯広柏葉高校  山ノ井髙洋 脳波でロボットを操作する
21 日㈭ 旭川永嶺高校 今野喜文 あなたはユニクロとしまむらの違いがわ

かりますか?!
22 日㈮ 倶知安高校 秦　博美 自治体の活動と法的問題
22 日㈮ 倶知安高校 上野之江 英語プレゼンテーション ABC
22 日㈮ 帯広緑陽高校  四ッ谷有喜 身近な事例で民法入門！
22 日㈮ 旭川西高校 今野喜文 コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!

8 月 7 日㈰ 高大連携授業 川村雅則 若者が切りひらく雇用の未来（あした）
7 日㈰ 高大連携授業 大貝健二 パンが地域を変える？ －十勝の挑戦－
8 日㈪ 高大連携授業 大平義隆 三モノは組織を救う
8 日㈪ 高大連携授業 上浦正樹 新幹線が北海道にやってくる

月日（曜） 高校名 派遣教員 テーマ
8 日㈫ 江別高校 矢村　宏 刑事裁判四方山話
9 日㈬ 札幌清田高校 今野喜文 コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!
9 日㈬ 札幌国際情報高校 内藤　永 グローバル企業ではどのような英語が使

われているの？
9 日㈬ 札幌国際情報高校 伊藤友章 スポーツだってマーケティング
9 日㈬ 札幌啓北商業高校 関谷浩行 100 円ショップの儲けのカラクリ

16 日㈬ 有朋高校 川村雅則 若者と労働について
17 日㈭ 札幌平岸高校 田中　綾 小説のヒミツ、おしえます。
18 日㈮ 高文連石狩支部新聞専門部 田中　綾 あなたの手紙、開封しました――被占領

期における札幌市の GHQ 検閲について
18 日㈮ 枝幸高校 赤石篤紀 金融知識の理解
18 日㈮ 旭川商業高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－アメト

ーークのビジネスモデル－
29 日㈫ 小樽潮陵高校 浅妻　裕 経済学とは何か～廃棄物・リサイクル問

題から考える～
29 日㈫ 小樽潮陵高校 神元隆賢 法学部とは？（法学部で学ぶこと）
30 日㈬ 札幌琴似工業高校 川村雅則 若者の雇用・労働－人間らしい働き方と

は－
12 月2 日㈮ 池上学院高校 佐藤　信 日本の人口減少-何が問題か

2 日㈮ 中標津高校 菅原寧格 法学部説明及びその後の進路（就職）につ
いて

6 日㈫ 札幌西陵高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－アメト
ーークのビジネスモデル－

6 日㈫ とわの森三愛高校 大貝健二 スプーンから見えるグローバル化

6 日㈫ 倶知安高校　  古谷嘉一郎
＜テーマ 1＞人づき合いにいかせる心理
学のアイデア＜テーマ 2＞クイズや体験
で学ぶ人の行動

6 日㈫ 倶知安高校 逸見宜義 経済学とは何か？
8 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 総合学習「学び体験ゼミ」1
9 日㈮ 札幌北高校 福田都代 国際機関で多国籍の人々と働く：ユネス

コでの経験から
12 日㈪ ニセコ高校　  増地あゆみ 「集団は賢いか」～体験ゲームを通じて考

える～
13 日㈫ 有朋高校 山田誠治 ネット社会の進展と人間関係の変容
15 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 総合学習「学び体験ゼミ」2
21 日㈬ 札幌白陵高校 髙橋考太 「生命の尊厳とバイオテクノロジー」～生

命倫理学入門～
1 月19 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 総合学習「学び体験ゼミ」3

26 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 総合学習「学び体験ゼミ」4
3 月16 日㈭ 鵡川高校 神山義治 「企業と労働」～働く私たちの人間らしさ

と経済～

8 日㈪ 高大連携授業 淺野高宏 ＜働く＞前に知っておきたいワークルー
ル 10 か条

25 日㈭ 厚岸翔洋高校 菊地慶仁 サイエンティフィックビジュアリゼーシ
ョンの入口

30 日㈫ 旭川北高校　  中川かず子 日本人の発想と日本語－英語との比較から
9 月14 日㈬ 岩見沢西高校 淺野高宏 大学と職業を考える講話

14 日㈬ 留萌高校 西村宣彦 あなたの町は大丈夫ですか？～自治体財
政の見方・考え方

15 日㈭ 北見柏陽高校 鈴木聡士 新エネルギーを考える～意識・環境・費用
の視点から

15 日㈭ 青森県立青森東高校 田中　綾 小説のヒミツ、おしえます。
24 日㈯ 羅臼高校 山田誠治 ネット社会の進展と人間関係の変容（高

校生にスマートフォンはいらない！？）
27 日㈫ 伊達緑丘高校 大貝健二 スプーンから見えるグローバル化
28 日㈬ 札幌東陵高校 岡本直貴 「法学入門」なのだ

10 月1 日㈯ 夢ナビライブ(仙台) 大貝健二 パンが地域を変える？ －北海道・十勝の
挑戦－

14 日㈮ 深川西高校 関谷浩行 100 円ショップの儲けのカラクリ
18 日㈫ 釧路湖陵高校 岡崎敦男 第２の地球を捜す
18 日㈫ 釧路湖陵高校  佐々木博明 空気による暖房と給湯～ゼロエネルギー

住宅をめざして～
18 日㈫ 釧路湖陵高校 佐藤哲身 コンサートホールの音響
18 日㈫ 釧路湖陵高校 高橋考太 生命の尊厳とバイオテクノロジー～生命

倫理学入門～
18 日㈫ 釧路湖陵高校 真柄祥吾 地震による建物の被害について
18 日㈫ 釧路湖陵高校 元木邦俊 声が出る仕組み
18 日㈫ 釧路湖陵高校  山ノ井髙洋 ヒト視覚をもった自律移動ロボット
18 日㈫ 青森県立青森北高校 吉田　充 目のつけどころで勝利しよう
20 日㈭ 北星学園女子高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－アメト

ーークのビジネスモデル－
21 日㈮ 利尻高校 菅原寧格 法学部で学ぶということ
26 日㈬ 札幌清田高校 川村雅則 働くこと講演会「若者の雇用・労働―人間

らしい働き方とは」
28 日㈮ 札幌藻岩高校 佐藤大輔 “新しさ”を生み出す学問としての経営学
28 日㈮ 札幌藻岩高校 田中　綾 芥川龍之介も太宰治も・・・作家はみんな

〈検閲〉をうけていた
11 月2 日㈬ 上ノ国高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－アメト

ーークのビジネスモデル－
2 日㈬ 名寄高校 神元隆賢 SNS と刑法
8 日㈫ 札幌旭丘高校 田中　綾 芥川龍之介も太宰治も・・・作家はみんな

〈検閲〉をうけていた

日
本
近
現
代
文
学
研
究
と
小

説
や
詩
な
ど
の
創
作
を
行
っ
て

い
る
田
中
綾
ゼ
ミ
か
ら
、
２
０

１
６
年
度
の
ゼ
ミ
誌
『
Ａ
２
０

７
』（
１
部
）
と
『
道
憬
』（
２
部
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
執
筆
は
も
と

よ
り
、
編
集
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
な

ど
す
べ
て
学
生
た
ち
の
手
で
作

り
上
げ
、
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ

い
の
冊
子
と
な
っ
て
い
る
。

卒
業
研
究
発
表
会

電子情報工学科 卒業研究発表

経
済
学
部
２
０
１
６
年
度
地
域

研
修
報
告
会
が
11
月
26
日
と
12

月
３
日
に
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は

22
ゼ
ミ
、
計
３
０
７
名
の
学
生
が

履
修
し
た
。ま
た
、経
営
学
部
２
０

１
６
年
度
企
業
研
修
成
果
報
告
会

が
11
月
18
日
と
25
日
に
行
わ
れ

た
。
今
年
度
は
30
名
が
履
修
し

た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

経
済
学
部

地
域
研
修

経
営
学
部

企
業
研
修

生命工学科 卒業研究発表

試
験
」、
安
宅
司
「
新
規
Ｔ
ｈ
エ
ピ
ト
ー
プ
を

組
み
込
ん
だ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の

構
築
」、
森
陽
子
「
概
日
時
計
は
ど
の
よ
う
に

器
官
サ
イ
ズ
を
制
御
す
る
か
─
lhycca1,

toc1, ztl変
異
体
の
解
析
─
」
  ▽
「
人
間
情

報
系
］
奥
田
由
佳
「
twitterに
基
づ
く
ニ
ュ

ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
対
話
シ
ス
テ
ム
」、
吉
村
尭

倫
「
Ｌ
Ｄ
Ａ
を
用
い
た
文
書
か
ら
の
重
要
文

抽
出
シ
ス
テ
ム
」、
田
上
諒
「
畳
み
込
み
ニ
ュ

ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
推
定
シ
ス
テ

ム
」、
伊
藤
皇
徳
「
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

質
問
応
答
シ
ス
テ
ム
」、
一
宮
真
理
香
「
Jins

M
EM
E
か
ら
の
加
速
度
デ
ー
タ
の
取
り
込

み
と
表
示
ア
プ
リ
の
開
発
」、
三
浦
範
大

「
Raspberry Pi3
を
用
い
た
Ｉ
Ｏ
Ｔ
監
視
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」

４
年
間
の
集
大
成
と
な
る
卒
業

研
究
発
表
会
が
人
文
学
部
と
工
学

部
で
行
わ
れ
た
。
鋭
い
質
問
に
的

確
に
答
え
る
な
ど
、
充
実
し
た
発

表
だ
っ
た
。
内
容
は
次
の
通
り
。

【
人
文
学
部
卒
業
研
究
コ
ン
テ
ス
ト
】（
２
月

７
日
）

▽
最
優
秀
賞
：
日
本
文
化
学
科
・
川
越
ひ

か
る
「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
花
散
里
の
役

割
と
人
物
像
」
▽
優
秀
賞
：
日
本
文
化
学

科
・
加
賀
田
咲
「『
源
氏
物
語
』
内
引
歌
の
後

世
に
与
え
た
影
響
─
「
人
の
親
の
心
は
闇
に

あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る

か
な
」
を
例
に
─
」、
英
米
文
化
学
科
・
福
井

花
也
「
芸
術
作
品
と
み
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
世

界
の
美
女
た
ち
」
▽
敢
闘
賞
：
日
本
文
化
学

科
・
二
木
遥
、
日
本
文
化
学
科
・
棟
方
ひ
か

り
、
日
本
文
化
学
科
・
橋
本
尚
哉
、
英
米
文

化
学
科
・
川
上
巧
太

【
工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
 研
究
室
と
発
表

者
人
数
】（
２
月
16
日
･21
日
･23
日
）

▽
「
構
造
系
］
高
橋
義
裕
研
究
室
７
人
、
小

幡
卓
司
研
究
室
７
人
、
佐
々
木
康
彦
研
究
室

７
人
、計
21
人
  ▽「
土
･施
工
･計
画
系
］堂

柿
栄
輔
研
究
室
７
人
、
武
市
靖
研
究
室
６

人
、
上
浦
正
樹
研
究
室
７
人
、
小
野
丘
研
究

室
５
人
、
計
25
人
  ▽
「
水
･環
境
系
］
余
湖

典
昭
研
究
室
７
人
、
嵯
峨
浩
研
究
室
６
人
、

山
本
裕
子
研
究
室
７
人
、
許
士
達
広
研
究
室

７
人
、
計
27
人

【
工
学
部
建
築
学
科
 卒
業
設
計
発
表
会
】（
２

月
14
日
）〈
氏
名
、
テ
ー
マ
〉

▽
最
優
秀
賞
：
佐
藤
優
太
『
六
冬
の
群
像
─

市
庁
舎
の
境
界
を
解
く
─
』
▽
優
秀
賞
：
八

木
悠
『
─
そ
し
て
「
　
　
」
は
彼
ら
を
想
う

─
』
▽
奨
励
賞
：
酒
井
就
章
『
時
間
旅
行
路

─「
国
鉄
旧
手
宮
線
」

と
巡
る
小
樽
の
時
間

─
』

【
工
学
部
建
築
学
科（
論
文
）研
究
室
と
発
表

者
人
数
】（
２
月
23
日
）

佐
々
木
博
明
研
究
室
４
人
、
真
柄
祥
吾
研
究

室
２
人
、
串
山
繁
研
究
室
２
人
、
足
立
裕
介

研
究
室
14
人
、
小
野
恭
平
研
究
室
３
人
、
石

橋
達
勇
研
究
室
10
人
、
岡
本
浩
一
研
究
室

10
人
、
佐
藤
哲
身
研
究
室
４
人
、
杉
山
雅
研

究
室
11
人
、
桜
井
修
次
研
究
室
６
人
、
計
66

人【
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
 研
究
室
と
発
表

者
人
数
】（
２
月
６
日
･７
日
）

魚
住
純
研
究
室
８
人
、
菅
原
滋
晴
研
究
室
３

人
、
大
西
真
一
研
究
室
９
人
、
元
木
邦
俊
研

究
室
５
人
、
菊
地
慶
仁
研
究
室
10
人
、
内
田

ゆ
ず
研
究
室
10
人
、
高
氏
秀
則
研
究
室
９

人
、
計
54
人

【
工
学
部
生
命
工
学
科
 卒
業
研
究
優
秀
発
表

賞
】（
２
月
６
日
･７
日
）〈
氏
名
、
テ
ー
マ
〉

▽
「
生
命
工
学
系
］
山
崎
義
洋
「
難
治
性
炎

症
の
治
療
を
目
指
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｆ
ワ
ク
チ
ン

の
意
義
と
開
発
戦
略
」、
富
原
優
子
「
コ
マ
ク

サ
の
種
内
判
別
に
お
け
る
TrnL-F spacer

領
域
の
有
効
性
」、
小
林
拓
斗
「
新
規
Ｍ
Ｉ
Ｆ

Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
炎
症
抑
制
実
証

人文学部卒業研究
コンテスト表彰

社会環境工学科
卒業研究発表

建築学科 卒業設計最
優秀賞・佐藤優太（右）

建築学科 論文発表
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「
進
路
調
査
票
」

 

記
入
の
お
願
い

４年生の
皆さんへ

日（曜日） 行　　　　　　事
健康診断〔4年〕（豊）

新入生ガイダンス

入学式

在学生個別ガイダンス
健康診断（豊3年・工）

新入生ガイダンス
在学生個別ガイダンス
健康診断（豊2年）

新入生ガイダンス
在学生個別ガイダンス
健康診断（豊1年）

第1学期授業開始
学園創立記念日

第63回対東北学院大学
定期戦（札幌）
第1回オープンキャンパス

第1学期授業終了

第1学期定期試験

第2回オープンキャンパス

（土）1

平成29年度 行事日程
月 日（曜日） 行　　　　　　事月

4

6

5

7

8

9

10

（日）2

（月）3

（火）4

（火）16
（木）6

～（金）23 （日）25

（金）21

（水）5

（土）29

～（日）6
夏季休業開始（月）7
全学休業（事務取扱休止）
第1学期追再試験

9月期卒業生発表
夏季休業終了（土）16

第2学期授業開始（火）19

第3回オープンキャンパス（日）1

（月）7

～（日）13 （水）16

～ （金）28

～（金）1 （火）5

（水）26
予備日（木）27

（日）25
実験生物に感謝する日

特別入試（公募・指定校推薦、
社会人Ⅰ期、課題小論文、
海外帰国生徒、外国人留学生）

振替土曜日授業
振替土曜日授業

冬季休業終了

予備日
第2学期授業終了

入学試験準備日

入学試験

第2学期追再試験

卒業生発表
社会人Ⅱ期入試

進級生発表
卒業証書･学位記授与式（卒業祝賀会）

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1年次〕、（工）…工学部〔2年次以上〕

＊大学院は、各研究科の行事日程によります。
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。

11

10

12

1

2

3

（日）26

（火）26
冬季休業開始（水）27

（火）9
第2学期授業再開（水）10

（火）23
（金）26

（木）21

（水）21

（水）28 在学生ガイダンス〔2年〕（平成30年度）

（木）29

各課程ガイダンス（平成30年度）

在学生ガイダンス〔3年〕（平成30年度）
各課程ガイダンス（平成30年度）

（金）30

（土）31

在学生ガイダンス〔4年〕（平成30年度）
各課程ガイダンス（平成30年度）

各課程ガイダンス（平成30年度）

～ （土）8/5

（木）8

～（月）19 （木）22

～（金）9 （月）12

（月）12

（土）3
（土）10

平
成　

年
29

平
成
　
年
30

ホームカミングデー

第66回十月祭
第46回工学祭

（土）7

～（土）7 （月）9

～ （水）24

第2学期定期試験（土）27
～ （土）2/3

2部（夜間部）オープンキャンパス
9月期卒業証書・学位記授与式（土）30

振替土曜日授業（水）4

平成29年度 健康診断日程表（学部生）─豊平校舎─

平成29年度 健康診断日程表（大学院生）─豊平校舎─

受け方：①受診票の受取り・記入（16番教室）→②～④の順番に検査を受ける（受診票は最後に回収）

※健康診断の詳細は掲示等でご確認ください。

13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00

　①受診票の受取り・記入（14番教室）
→②身体計測（会館大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（会館会議室─大会議室上）

　①受診票の受取り・記入（14番教室）
→②身体計測（会館大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（会館会議室─大会議室上）

　①身体・視力測定
　　（会館大会議室─生協食堂上）
→②内科診察
　　（会館会議室─大会議室上）
→③尿検査容器提出・胸部X線
　　（学生玄関前）

1
部

2
部

1
部

2
部

1
部

2
部

経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文

全学部

新2年生

新3年生

新4年生
・
研究生

4月1日（土）

学　年・健診日 時　間 検　査・会　場

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
　3月30日（木）10：30～12：15 学生玄関ホール

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈法〉 3月28日（火）10：30～12：00 医務室前
〈人文〉 3月29日（水）10：30～12：00 医務室前 
〈経済･経営〉3月30日（木）10：30～12：15 学生玄関ホール

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈経営・法・人文〉3月28日（火）17：00～20：30 医務室
〈経済〉 3月30日（木）17：00～20：30 医務室

学　部

4月3日（月）

4月4日（火）

①受診票の受取り・記入：16番教室

4月5日（水）
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
17：00～19：00

②身体計測 ③内科診察 ④胸部X線

学生玄関前 体育会クラブ員のみ
5月実施

尿検査
学園会館3階会議室
女性：8番
男性：9～10番

学園会館2階
大会議室

（生協食堂上）

新
1
年
生

1
部

2
部

経済
健診日

経営
法

人文・工
全学部

検査項目
※資料の配布時間は、ガイダンス日程表にて確認してください

場所

4月5日に、他の資料と一緒に
受診票が配布されます（ ）

平成29年度 健康診断日程表─山鼻校舎─
4月3日（月）

男子／ 9：00～10：30 女子／10：30～11：00
男子／11：00～12：30 女子／12：30～13：00
男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00
男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

男子／12：00～13：30 女子／13：30～14：00
男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

男子／ 9：00～10：30 女子／10：30～11：00

男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

胸部X線 内科診察 身体計測

32番教室

尿検査
学部生・院女子： 31番教室
院男子： 32番教室

2号館
1階玄関前

1号館
3階ロビー

工
学
部

大
学
院

健診日
検査
場所

学年

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

新１年生

新2年生
新3年生

修/新1・2年生
博/新1年生

博/新2年生

博/新3年生

新4年・研究生

4月5日（水）

学　年・健診日 時　間 検　査・会　場
　①受診票の受取り・記入（16番教室）
　 〈受診票の受取り時間〉9：10～11：00、12：00～15：00、16：45～19：00
→②身体計測（学園会館2階大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（学園会館3階会議室─女性：8番、男性：9～10番）
→④胸部X線（学生玄関前）

新2年生以上
4月１日（土）

　①身体計測（会館大会議室）※視力は最終学年のみ
→②内科診察（会館会議室─会議室上）
→③尿容器提出・胸部X線（学生玄関前）※最終学年のみ

体育会系クラブ
員は尿検査あり

新2年生は尿検査あり

平成28年度 平成29年度
卒業証書・学位記授与式 入 学 式

月 日（月）10：303 20 月 日（日）10：304 2
北海道立総合体育センター「北海きたえーる」
メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号
※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください
地下 鉄：東豊線「豊平公園」駅下車、地下鉄連絡通路直結
バ ス：札幌駅前または札幌駅前バスターミナルから
　　　　白石、清田、西岡、平岡行き乗車（中央バス）
　　　　 「豊平３条12丁目」 下車徒歩５分

両式典会場

交通機関

札幌パークホテル 地下2階「パークプラザ」
札幌市中央区南10条西3丁目 　　511-3131
地下鉄南北線「中島公園」駅下車・3番出口より徒歩すぐ

会　　場

TEL

平成28年度 卒業生・大学院修了生・教職員・
同窓会役員・学生自治会役員（参加費無料）

参加対象

日　　時

交通機関

卒 業祝 賀会
　同窓会と共催で開催する祝賀会は、
卒業をお祝いするとともに、同窓会へ
の入会式でもあります。学生時代を共
に過ごした仲間とともに、卒業の喜び
を分かち合いましょう。教職員・同窓
生も出席します。奮ってご参加下さい。

月 日（月）14：00～15：303 20

▽
11
月
25
日
札
幌
市
副
市
長
 町
田
隆

敏
氏
、
一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産
業
振

興
財
団
専
務
理
事
 酒
井
裕
司
氏

▽
12
月
５
日
モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育
大
学

理
事
長
 牧
原
創
一
氏
、
同
学
長
 ト
ゥ
ム

ル
 オ
チ
ル
氏

▽
12
月
９
日
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会

長
 向
殿
政
男
氏
、
同
局
長
 井
端
正
臣
氏

▽
12
月
16
日
環
境
省
地
球
環
境
局
地
球

温
暖
化
対
策
課
国
民
生
活
対
策
室
長
 伊

藤
賢
利
氏
、
時
事
通
信
解
説
委
員
 中
川

和
之
氏
、
株
式
会
社
博
報
堂
テ
ー
マ
ビ
ジ

ネ
ス
開
発
局
ア
カ
ウ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
 千
葉
真
木
子
氏
、
北
海
道
文
化
放
送

報
道
情
報
局
報
道
部
気
象
予
報
士
・
防

災
士
 菅
井
貴
子
氏

▽
12
月
20
日
北
海
道
大
学
特
任
教
授

田
中
譲
氏

▽
12
月
21
日
札
幌
市
豊
平
区
 若
井
清
氏

▽
12
月
26
日
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
グ
ル
ー
プ

福
田
潤
氏

▽
１
月
12
日
北
海
道
文
化
服
装
専
門
学

校
長
 谷
内
眞
佐
子
氏
、
日
本
ビ
ジ
ュ
ア

ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
協
会
会
員

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 若
杉

恭
子
氏

▽
１
月
28
日
藤
女
子
大
学
名
誉
教
授

布
施
英
憲
氏

▽
２
月
３
日
公
認
会
計
士
試
験
現
役
合

格
 笹
本
拓
実
（
経
営
学
部
３
年
）

▽
２
月
６
日
株
式
会
社
ナ
シ
オ
相
談
役

名
塩
良
一
郎
氏

▽
２
月
14
日
留
学
生
会
顧
問
 渡
部
多

美
子
氏
、
本
学
元
経
済
学
部
教
授
 神
谷

順
子
氏

３
月
１
日
か
ら
企
業
の
採
用

に
関
す
る
広
報
が
開
始
さ
れ
、
就

職
活
動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
学

内
外
で
開
催
さ
れ
た
合
同
企
業

説
明
会
や
単
独
説
明
会
に
も
多

く
の
民
間
企
業
志
望
者
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
人
事
担
当
者
か

ら
「
知
名
度
が
な
い
の
で
学
生
が

受
験
し
て
く
れ
な
い
」
と
言
わ
れ

平
成
29
年
度
卒
業
生

就
職
活
動
本
格
化

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

（
略
字
に
つ
い
て
は
用
語
集
を
参
照
。）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

就職・採用活動スケジュール

通年採用
その他の選考方法

実際の選考　
スケジュール

経団連の指針

インターンシップからの選考・採用 内々定

広報活動

業界研究会
インターンシップ

広報・
web試験
ES

単独説明会・
GD
1次～2次面接

最終面接・
内々定 再募集・選考活動

採用選考活動

年
に
何
度
か
話
題
に
な
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

と
い
う
呼
称
に
明
確
な
決
ま
り

事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
企
業
に
は
い
く
つ

か
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
社
員
数
に
対
し
て
募
集
人
数

が
多
い
。

毎
年
相
当
数
の
離
職
者

が
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
※
事
業
拡
大
な
ど
で
人

員
増
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

②
「
一
緒
に
夢
を
掴
も

う
！
」「
希
望
あ
ふ
れ
る
職

場
」
な
ど
、
良
い
イ
メ
ー
ジ

の
言
葉
が
並
ぶ
が
、
具
体
的

な
業
務
説
明
が
な
い
。

具
体
的
な
話
に
な
る
と

急
に
口
ご
も
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
企
業
訪
問
は
歓
迎

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
基
本
給
が
他
社
と
比
較
し
て

異
常
に
高
い
。

「
残
業
代
込
」
や
「
年
俸
制
」
な

ど
が
表
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
額
面

上
は
高
く
て
も
実
際
の
労
働
時

間
で
割
る
と
格
安
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
卒
で

は
難
し
い
仕
事
で
も
、「
や
れ
ば

で
き
る
」
等
、
精
神
論
等
で
ご
ま

か
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
 ◆

④
説
明
会
の
場
で
即
内
定
を
出
す
。

人
物
評
価
を
す
る
こ
と
な
く

内
定
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
頭

数
を
揃
え
る
こ
と
だ
け
考
え
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
使
い

捨
て
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
す
。

⑤
人
事
の
印
象
が
良
く
な
い
。

（
高
飛
車
、威
圧
的
、疲
労
感
な
ど
）

上
役
の
人
が
会
場
の
後
ろ
で

足
組
み
・
腕
組
み
し
、睨
み
つ
け
る

よ
う
に
（
も
し
く
は
見
下
す

よ
う
に
）
部
下
の
説
明
を
見

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
公
衆
の
面
前
で
上
司
が
部

下
を
怒
鳴
り
つ
け
て
い
る
。

と
き
に
は
厳
し
さ
も
必
要

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
常
態
化
し
て
い
る
企
業
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
下
に

「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、ど

っ
ち
が
大
切
な
ん
だ
!!
」
と

言
っ
て
い
た
企
業
も
あ
り
ま

し
た
。

⑦
社
内
が
汚
い
。

受
付
や
ト
イ
レ
な
ど
、
お
客

様
も
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
気
を

遣
え
な
い
企
業
は
や
は
り
人
を

大
切
に
し
な
い
企
業
だ
と
思
い

ま
す
。

⑧
平
均
年
齢
が
低
い
。

離
職
者
が
多
く
若
い
社
員
し

か
残
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
※
設
立
間
も
な
い
企
業
は

平
均
年
齢
が
低
く
な
っ
て
し
ま

「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学

か
ら
卒
業
生
に
対
す
る
調
査

で
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

の
最
終
確
認
を
す
る
も
の
で

す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
所
定
の
方
法
で
提
出

す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
情

報
は
、
①
文
部
科
学
省
の
卒

業
生
の
進
路
調
査
報
告
、
②

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の

各
種
統
計
資
料
の
作
成
、
③

同
窓
会
活
動
（
会
報
発
送
・

事
業
案
内
）
等
に
使
用
さ
れ

る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護

法
を
遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。提

出
方
法

平
成
29
年
３

月
20
日
（
月
）
の
「
卒
業
証

書
・
学
位
記
授
与
式
」
に
出

席
さ
れ
る
場
合
は
、
証
書
を

受
け
取
る
際
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、同
授
与
式
に

出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
各

学
部
事
務
室
に
て
証
書
を
受

け
取
る
際
に
提
出
願
い
ま

す
。

◆

◆

◆

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

就
職
活
動
は
企
業
が
学
生
を

選
考
す
る
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
学
生
が
企
業
を
選
ぶ
場

で
も
あ
り
ま
す
。
耳
あ
た
り
の
良

い
言
葉
に
騙
さ
れ
ず
、
人
を
大
切

に
す
る
企
業
か
ど
う
か
も
重
要

な
企
業
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。

ま
す
。
所
謂
「
Ｂ
to
Ｂ
」
と
呼
ば

れ
る
企
業
で
す
。

そ
う
い
っ
た
企
業
が
２
月
ま

で
業
界
研
究
会
に
参
加
し
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し

て
も
、「
知
ら
な
い
企
業
」
の
認
知

度
は
な
か
な
か
高
ま
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。

知
名
度
は
な
く
て
も
、
堅
実
経

営
で
社
会
か
ら
の
信
頼
が
厚
い

企
業
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
知
ら
な
い
企
業
」
に
こ
そ
出
会

い
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
企
業
を

「
知
ろ
う
」
と
す
る
機
会
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

◆
　
　
◆
　
　
◆

日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
就

職
問
題
懇
談
会
の
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
、
２
０
１
８
年
入
社
対
象

の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

３
月
採
用
広
報
開
始
・
６
月
選

考
と
い
う
指
針
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

実
際
は
と
い
う
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３

な
ど
の
筆
記
試
験
や
Ｅ
Ｓ
は
単

独
説
明
会
前
（
３
～
４
月
上
旬
）

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受

験
・
提
出
さ
せ
る
企
業
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

面
接
等
の
選
考
も
前
倒
し
と

な
り
、
４
～
５
月
中
に
Ｇ
Ｄ
や

１
次
・
２
次
面
接
、
５
月
中
下
旬

に
最
終
面
接
、
６
月
上
旬
に
内
々

定
出
し
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
部
の
企
業
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
の
採
用

や
通
年
採
用
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
採
用
方
法
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
期
間
に
結
果
が

伴
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

以
降
、
求
人
が
な
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

採
用
数
を
満
た
さ
な
か
っ
た

り
、
辞
退
者
の
補
充
な
ど
様
々
な

理
由
で
６
月
以
降
も
採
用
活
動

を
行
っ
て
い
る
企
業
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
学
内
外
で
の
合
同

企
業
説
明
会
も
多
数
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
出
会
い
の
機
会

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
よ

い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◆

グループディスカッション対策セミナー

採
用
広
報
開
始

採用広報開始となった3月1日の
学内企業説明会

※（　）内は学生間での呼称

ES（イーエス）：エントリーシートの略。企業
が独自の設問を設定し、学生に提出させる書
類。「自己PR」「学生時代に打ち込んだこと」「志
望動機」は３大質問。それ以外にも、「学生時
代の失敗経験」「チャレンジしたい仕事」「A4用
紙１枚を使って自由に自分を表現」など、一筋
縄ではいかない設問もあるので、自己分析や
企業研究・業界研究をしっかりと準備をして
臨みたい。また手書きのときは丁寧に書くこ
とも重要。
GD（ジーディー）：グループディスカッショ
ン（集団討論）の略。学生数人で、あるテーマ
に対して集団で議論し、結論を導き出す集団
面接。正答が存在しないテーマがほとんどで
あり、議論の内容や結論よりもコミュニケー
ション力や論理的思考力、積極性、協調性など
で評価される。自分の主張を曲げない、人の話
を聴かない、議論に参加しないなど集団の和
を乱す人を俗に「クラッシャー」と呼び、グル
ープ内にクラッシャーがいた場合、全員不合

格となることもあるので、全員で合格しよう
という気持ちで参加することが大切。
BtoB（ビートゥビー）：business to business の
略。企業間取引が主の業種。学生の認知が低い
ため、受験者が少ないのが悩み。求人は営業職
が多いが、取引先への営業（ルート営業）のた
め、学生が敬遠しがちな飛び込み営業はそれ
ほど多くない。
BtoC（ビートゥシー）：business to consumerの
略。一般顧客を対象とする業種。小売業や不動
産業・飲食業・製造業（食品、化粧品、家電、
自動車など）・旅行業等で、学生の人気が高く
応募者が多い。
SPI３（エスピーアイスリー）：筆記試験の一
種。言語・非言語のテストと性格検査が課さ
れる試験。多くの企業が導入しており、主に面
接前の選考に使用される。７割程度は正解し
たい。「北海学園大学の学生は人物評価がとて
も高い。しかし、SPIで落ちてしまうのでとて
ももったいない」とは、とある企業（人材大手）
の弁。

企業選択を慎重に

用語集


